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令和４年度事業報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

基本事業１ 福祉共育の推進 

 事務事業１ 福祉教育事業（自主事業） 

   学校等と連携を図りながら、福祉学習への取り組み方法等をアドバイスし、車い

す、アイマスクなど体験学習の講師として学校授業への協力を行った。 

 

  （１）学校授業への協力＜１３校＞               (単位：件) 

学校名 学年 
車イス 

体験 

アイマスク 

体験 

手話 

体験 

高齢者 

体験 

福祉 

講話等 

点字 

体験 
合 計 

天明小学校 

３年 １    １  

４ ５年     １  

６年     １  

界小学校 ４年    １ １  ２ 

植野小学校 ４年   １  １ １ ３ 

城北小学校 ４年 １ １    １ ３ 

吾妻小学校 ４年    １  １ ２ 

赤見小学校 ４年 １   １ ２  ４ 

石塚小学校 

３年    １   

３ ４年  １     

５年     １  

出流原小学校 ５年 １   １ １ １ ４ 

吉水小学校 ４年 １  １ １   ３ 

栃本小学校 ３・４年 １  １  １ １ ４ 

葛生南小学校 ３・４年 １ １ １ １ １ １ ６ 

基本目標１ 健やかで元気に暮らせるまちづくり 

    ～地域福祉を支える人づくりと地域福祉活動の支援～ 

 

 市民一人一人が福祉に対する理解と関心を高めるため、あらゆる機会を通して共

に福祉意識の向上に努めます。 

 地域で活動するボランティアの育成や活動の支援を行います。 

 福祉団体や市民の地域福祉活動が継続的に展開できるよう支援します。 

 

施策１ 福祉意識の向上 
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 事務事業２ 福祉作文募集事業（自主事業） 

  （１）福祉作文募集事業 

    市内小中学校へ児童･生徒福祉作文の募集を行い、最優秀賞、優秀賞の審査・決

定と入賞作品を記載した作品集「青空」を発行した。 

    ・応募総数 １，３４１編（小学生の部５６２編、中学生の部７７９編） 

    ・入選者                      （単位：人） 

最優秀賞 優秀賞 佳 作 

４ １４ ２７ 

 

  （２）福祉標語募集事業 

    市民の福祉活動に対する興味関心を高めることを目的に、福祉に関した想いを

身近な言葉で短く表現できる標語を募集した。 

    ・対 象 者  市内に在住する市民及び通勤通学する方（高校生以上） 

    ・応募総数  １５編 

    ・入 選 者  最優秀賞１人、優秀賞５人（最優秀賞作品は福祉啓発に使用） 

  

 事務事業３ 地域福祉啓発事業（自主事業） 

  （１）第１８回佐野市社会福祉大会の開催（佐野市と共催） 

・期 日  令和５年２月１日（水） 

・場 所  佐野市葛生あくとプラザ大ホール 

第１部 式典 

佐野市社会福祉協議会長表彰受賞者（敬称略） 

          福祉作文最優秀賞 

           小学校１・２年生の部 飯 田 愛 真 

           小学校３・４年生の部 浅 野 絢 大 

           小学校５・６年生の部 柿 沼 ひより 

           中学生の部      中 村 美 波 

          福祉標語最優秀賞    中 村 順 子 

          【標語】「 手から手へ つなぎ広がる 福祉の輪 」 

                    社会福祉協議会事業推進功労者・団体 

           惣宗寺  葵会 

佐野市社会福祉協議会長感謝状受賞者（敬称略） 

          高額寄付者 

           株式会社 大協精工 

学校名 学年 
車イス 

体験 

アイマスク 

体験 

手話 

体験 

高齢者 

体験 

福祉 

講話等 

点字 

体験 
合 計 

城東中学校 １年 １ １   １  ３ 

西中学校 １年 １   １ １  ３ 

合    計 ９ ４ ４ ８ １３ ６ ４４ 
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          社会福祉協議会事業推進功労者 

           飯  田  由紀子 

           飯 塚 良 子 

           上 野 陽 子 

           岡 田 玲 子 

           小 暮 ひろみ 

           塩 﨑 玲 子 

           楡 井 光 子 
 
    第２部 講演会「子どもの虐待と地域での支援」 

        講 師 茨城県スクールソーシャルワーカー（SSW） 

佐野日本大学短期大学 講師 吉 田 志 保 氏 
 

  （２）第２８回栃木県民福祉のつどい 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため参加自粛 
 

  （３）どまんなかフェスタ佐野への参加 

    ・期 日  令和４年１１月６日（日） 

    ・場 所  ＫＯＮＯＩＫＥグリーンフィールド（佐野市田沼グリーンスポー

ツセンター） 

    ・内 容  社協コーナーを設置し､本会事業紹介､共同募金受付､車いす体験、

福祉車両紹介､輪投げコーナーを行い本会事業のＰＲを行った。 

 

 事務事業４ 佐野市ふれあいフェスティバル開催（自主事業） 

  （１）「２０２２佐野市ふくしフェスタ」 

       令和元年から令和３年度まで、台風による被災や新型コロナウイルス感染症の流行に 

より、開催中止となっていたが、コロナ禍での開催にあたり、これまでの内容やイベント名 

称を変更して開催した。 

令和４年１０月２３日（日）に佐野市総合福祉センター周辺での開催に向け実行委員会

を組織し準備を進めた。 

・テーマ   「お互いを認めあい 支えあう 福祉のまちづくり」 

・組  織   実行委員会（２８団体） 

・実行委員会の開催 

期 日 内  容 場  所 

令和４年７月８日（金） 準備会・第１回実行委員会 佐野市総合福祉センター 

８月３日(水) 第２回実行委員会  佐野市総合福祉センター 

９月５日（月） 第３回実行委員会 佐野市総合福祉センター 

１０月４日（火） 第４回実行委員会 佐野市総合福祉センター 

１０月２３日(日) ２０２２佐野市ふくしフェスタ 
佐野市総合福祉センター 

及びその周辺 

１２月２０日(火) 第５回実行委員会 佐野市総合福祉センター 
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（２）佐野市ふくしフェスタ検討会の開催 

      次年度のふくしフェスタ開催に向け、２０２２佐野市ふくしフェスタ実行委員による検討

会を開催し、会場や内容などの見直しを図った。 

     ・期 日 令和５年３月１日(水) 

     ・場 所 佐野市総合福祉センター 

     ・内 容 令和５年度開催場所、開催内容等 

 

基本事業２ 共同募金運動の推進 

 事務事業１ 共同募金運動 

  （１）実施期間 

    令和４年１０月１日（土）～１２月３１日（土） 

 

  （２）募金実績                         （単位：円） 

区  分 目 標 額 実 績 額 備  考 

Ａ 募 金 
 

栃木県全体の福祉事

業に配分されるもの 

５，９８０，０００ ５，４５７，０００ 

栃木県共同募金会において

目標額が設定される。令和５

年度に県内の民間福祉施設

や団体等に配分される。 

Ｂ 募 金 
 

佐野市内の福祉事業

に配分されるもの 

５，３５５，０００ ５，３５７，０３７ 

佐野市社会福祉協議会の申

請に基づき、栃木県共同募

金会佐野市支会が目標額を

設定、令和５年度に市社会福

祉協議会に配分される。 

地域福祉推進事業の財源と

して活用する。 

合   計 １１，３３５，０００ １０，８１４，０３７  

 

   (内 訳)                           （単位：円） 

区  分 目 標 額 実 績 額 備  考 

１ 戸別募金 ６，３３８，０００ ６，１２４，９７１ 世帯 

２ 法人募金 ２，６１２，０００ ２,５００,３８５ 法人・企業・商店 

３ 学校募金 ４３６，０００ ３６９，４６３ 
小学校・中学校 

高校・短大 

４ 職域募金 ６９５，０００ ５８５，２４７ 金融機関・市役所等 

５ その他 １，２５４，０００ １，２３３，９７１ 募金箱等 

合   計 １１，３３５，０００ １０，８１４，０３７  

 

  （３）共同募金街頭募金 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
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 事務事業２ 歳末たすけあい運動 

  （１）年間を通じて、幅広く市民に還元していけるような活用を見出していくため

赤い羽根共同募金に統合した。 

 

  （２）配分金事業実績 

   ①募金等の実績                        （単位：円） 

区  分 金  額 備  考 

前年度繰越金 １，４２５，２１５ 令和３年度からの繰越金 

令和４年度募金実績 ０ 赤い羽根共同募金に統合 

合  計 １，４２５，２１５  

 

②配分金事業実績                       （単位：円） 

区  分 金  額 備  考 

令和４年度歳末 

たすけあい募金 

配分金事業 

１，４２５，２１５ 

地域ささえあい活動助成事業   １，１７６，０００ 

（１０団体１３事業） 

生活困窮者支援事業(食料品購入) ２４０，０００ 

その他通信運搬費等            ９，２１５ 

次年度繰越金 ０ 赤い羽根共同募金に統合 

合  計 １，４２５,２１５  

 

（３）地域ささえあい活動助成事業 

①助成対象事業  佐野市内で行われる地域福祉の推進を図る活動 

②助成対象団体  佐野市内で地域福祉を目的とする非営利な活動を行う団体 

③助成金額    １事業 上限１０万円（１団体２事業まで） 

④令和４年度助成実績                      （単位：円） 

№ 団 体 名 対 象 事 業 助 成 額 

１ 葛生本町 自主防災部 
町会で行われる福祉まつりでの防災啓発

活動及びアルファ米を使った炊き出し 
１００，０００ 

２ 
野上地区社会福祉協議

会 
野上地区花いっぱい活動 １００，０００ 

３ 
NPO 法人植野たすけあ

い 
地域安心支援システムの構築事業 １００，０００ 

４ 緑化クラブぱなぱな 緑化ボランティア活動事業 １００，０００ 

５ NPO法人 栃木自警 
地域に対して、地域安全活動・災害救援

活動 
１００，０００ 

６ ゆうゆうＰＣクラブ ゆうゆうＰＣクラブ ８７，０００ 

７ 梅園町会 菜の花プロジェクト １００，０００ 
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№ 団 体 名 対 象 事 業 助 成 額 

８ 
ＮＰＯ法人子どものとなり

佐野 

① 子育て世帯への応援物資配付 １００，０００ 

② 地域型(オープン型)子ども食堂の実施 １００，０００ 

９ さのボラねっと 
① こどもたちと学ぶ防災の基本 ５０，０００ 

② 啓発活動パンフレット作成事業 ５０，０００ 

１０ 
ＮＰＯ法人 Ｍ・Ａ・Ｔプ

ラス 

① 音楽療法と香りのマッサージ ９９，０００ 

② 親子で素敵な休日を！ 

アロマと音楽療法 
９０，０００ 

合    

計 
１０団体 １３事業 １，１７６，０００ 

  
 ⑤審査会（令和５年度分）の開催  

 ・期日 令和５年２月２１日（火） 

 ・内容 令和５年度助成分を審査、８団体８事業の助成が決定した。 
 

   （４）生活困窮者支援事業（フードバンク整備） 

      新型コロナウイルスの影響により生活が困窮し、食料支援を必要としている世

帯の相談・支援が増加していることを受けて、相談・支援の一環として実施して

いる緊急支援用の食料品の在庫を増強し（２４０，０００円分）、随時支援を必要とする

方へ提供できる体制を整備した。 

 

事務事業３ 災害見舞金事業 

   見舞金及び弔慰金の配分 （栃木県共同募金会より） 

家屋全焼 (世帯)  家屋半焼  (世帯)       死 亡  (人)      金  額   (円) 

２ ０ １ ３０,０００ 

 

 事務事業４ 栃木県共同募金会佐野市支会の運営 

  （１）栃木県共同募金会佐野市支会 

区 分 期 日 内   容 場 所 

監   査 令和４年５月２４日(火) 令和３年度事業報告及び決算 
佐野市総合 

福祉センター 運営委員会 ６月 ２日(木) 
令和３年度事業報告及び決算 

令和４年度事業計画及び予算 

 

  (２) 社協活動促進配分による整備 

    栃木県共同募金会からの社協活動促進配分により、車両及び硬貨選別機を整備

した。 

   ・整備車両  軽自動車  １台  配分金額  １，０００，０００円 

   ・整備物品  硬貨選別機 １台  配分金額    ３００，０００円 
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  （３）令和４年度赤い羽根共同募金Ａ配分に係る説明会の開催 

    共同募金をより身近に感じ、Ａ配分の申請手続きを行いやすい環境をつくるこ

とで、佐野市内で集まった寄付金の有効活用に繋がることを目的として開催した。 

   ・期 日  令和５年３月６日（月） 

   ・場 所  佐野市総合福祉センター会議室 

   ・対 象  「社会福祉法人栃木県共同募金会配分規程」に該当する社会福祉法

人など市内２４団体 

   ・参加団体  ９団体 

   ・講 師  社会福祉法人栃木県共同募金会職員 

   ・内 容  赤い羽根共同募金及び共同募金Ａ配分について 

 

 

 

基本事業１ ボランティア活動の促進・育成 
 事務事業１ ボランティアセンター事業（自主事業） 

  （１）ボランティアコーディネート 

    ボランティア相談、登録、情報発信などボランティアコーディネート業務を本

所及び各支所で実施した。 

① 相  談 

   ・ボランティア活動に関する相談対応を随時行った。 

     相談件数       ３２件 

     （内訳）佐野本所・・・２８件 

         田沼支所・・・ ４件 

         葛生支所・・・ ０件 
 

② 登  録 

   ・個人及び団体等のボランティア登録 

区  分 登録数 

団 体 ４２団体(２，３１０人) 

個 人 ２０２人 

 

③ ボランティア活動実績 

・ボランティア活動の活動者と依頼者の調整を行った。 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により高齢者施設等からの継続的なボラン

ティア活動依頼がなかったが、単発的な活動依頼があったため、延べ人数が増加

した。 

区  分 
活動件数（件） 延べ人数（人） 

佐野本所 田沼支所 葛生支所 佐野本所 田沼支所 葛生支所 

単発的な活動 ５ ０ ０ ８８ ０ ０ 

継続的な活動 １ ０ ０ １３ ０ ０ 

施策２ ボランティア活動の促進 
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④ 情報提供 

・社協だよりやホームページにボランティア活動情報等を掲載した。 
 
  （２）古切手・使用済プリペイドカードの収集 

    切手業者や収集家への売却益を国内の知的障がい者の福祉活動に役立てる運動

を行っている NPO 法人「誕生日ありがとう運動本部」に協力するため、不要にな

った古切手・使用済プリペイドカードを収集した。 

   ・回収量    古切手 段ボール２箱分 

 

  （３）エコキャップの回収 

    学校、町会、会社等の協力を得て、ペットボトルのキャップを回収し、業者引

き取りにより再資源化し、世界の子供達へワクチンを届ける取り組みに協力した。 
 
 
 
 
 

 

  （４）入れ歯の回収 

    不要となった入れ歯の回収ボックスを佐野本所及び田沼、葛生の各支所へ設置

し、入れ歯に使用されている貴金属から得られる益金を寄付し、世界の恵まれな

い子供たちへ支援を行う取り組みに協力した。 

 

  （５）中学生・高校生ボランティアスクール事業 

    中学生・高校生を対象に、心身障がい児・者と健常者が、共同作業、野外活動、

レクリエーション等を通じて、相互の交流を深め、思いやりと助けあいの心を育

むことにより、障がい者福祉の向上とボランティアの育成を目的として実施した。 

令和４年度は、中学生夏休みふくし塾・高校生ボランティアスクールと心身障 

がい児・者交流事業と統合して開催した。 

期 日 場所・内容  参加者 （人） 

令和４年 

８月９日(火) 

佐野市総合福祉センター 

事前学習会 

１３ 

(短大生を含む) 

８月１９日(金) 
佐野市総合福祉センター 

「障がい者スポーツ交流会」（ボッチャ体験） 

１５ 

(短大生を含む) 

８月２３日(火) 
佐野市総合福祉センター 

事後学習会 

９ 

(短大生を含む) 

 

 

区  分 
活動件数（件） 延べ人数（人） 

佐野本所 田沼支所 葛生支所 佐野本所 田沼支所 葛生支所 

小  計 ６ ０ ０ １０１ ０ ０ 

合  計 ６ １０１ 

  回収重量 (㎏)   キャップ数 (個) ワクチン換算数(本分) 

２，４６０ １，２４７，７００ １，２３０ 



  

- 9 - 

  （６）ボランティア育成事業 

   ①傾聴ボランティア養成講座 

    傾聴のポイントについて学び、傾聴ボランティア活動への理解を高めるととも

に、活動の担い手の養成を目的に開催した。 

期 日 場 所 内  容 参加者(人) 

令和４年 

１１月 ８日 

（火） 

市民活動 

センター 

ここねっと 

認知症サポーター養成講座 

講師 NPO法人風の詩 

      社会福祉士事務所「風のささやき」 

 代表 永島  徹 氏 

９ 

１１月１５日 

（火） 

佐野市総合 

福祉センター 

「上手な話の聞き方とは」傾聴のコツ①･② 

講師  （一社）社会福祉士事務所「にじみる」 

 社会福祉士 髙田 美保 氏 

１０ 

１１月２２日 

（火） 

佐野市総合 

福祉センター 

ワークショップ「傾聴ボランティア 

登録者の皆さんとの交流」 

協力 傾聴ボランティア登録者 

９ 

 

   ②ボランティアドライバー講習会 

 一人での外出が困難な高齢者等の外出を支援するボランティアが必要な知識や

技術を身に付け、安心安全に活動ができること、また担い手となる方の発掘・育

成を目的に開催した。 

期 日 場 所 内  容 参加者(人) 

令和４年 

７月２４日 

（日） 

佐野市総合

福祉センター 

移送サービス関連法令について 

講師 栃木県移送サービス連絡協議会 

   会長 小林泰進氏 

安心・安全な運転と緊急対応について  

講師 栃木県移送サービス連絡協議会 

   千葉一正氏 

１５ 

 

  （７）ボランティア保険の加入促進 

    ボランティアが安心して活動に取り組むことができるようボランティア活動保

険等の加入促進を図った。   
 

保険の種類 加入件数（件） 加入人数（人） 

ボランティア活動保険 

団 体 ９７ １，８２９ 

個 人 ５２ ５２ 

合 計 １４９ １，８８１ 

ボランティア行事用保険 ４ １０２ 

福祉サービス総合補償 ５ １３，９７４ 

送迎サービス補償 １  
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 事務事業２ 災害ボランティアの育成（自主事業） 

  （１）令和元年災害ボランティアセンター振り返り会議 

    災害ボランティアセンターに関する知識と実践技術を向上させ、関係機関、団

体、ボランティアとの共通理解を図り、平時における相互の情報交換・共有、関

係団体等とのネットワークづくりを目的として実施した。 

    ・期 日  令和４年５月２０日（金） 

    ・場 所  佐野市総合福祉センター２階会議室 

    ・内 容  参加団体・関係機関による 

令和元年佐野市災害ボランティアセンター振り返り        

講義「被災地における多様な団体間での連携・協働の重要性」 

講師：オフィス園崎 園崎 秀治 氏    

 

  （２）災害ボランティア連絡会議 

    災害発生時の被災者支援活動を迅速かつ円滑に進めていくため、災害時のボラ

ンティア活動に興味、関心のある団体・個人に参加してもらい、平時からの情報

共有の機会の構築を目的として佐野市災害ボランティア連絡会議を実施した。 

    なお、第１回～第４回会議の講師・アドバイザーとしてオフィス園崎 園崎 秀

治 氏に依頼した。   

    (第１回) 

    ・期 日  令和４年６月１７日（金） 

    ・場 所  佐野市総合福祉センター２階会議室 

    ・内 容  市社協説明「令和元年佐野市災害ボランティアセンター運営時の

経験から見えた課題」 

「佐野市災害ボランティア連絡会議趣旨説明」 

講義「連携会議・連絡会のあり方のヒント」 

各団体同士の情報共有ならびに「佐野市災害ボランティア連絡会

議」の今後について   

    (第２回) 

    ・期 日  令和４年９月６日（火） 

    ・場 所  佐野市総合福祉センター２階会議室 

    ・内 容  市社協説明「これまでの経緯・佐野市災害ボランティア連絡会議の目

的・方向性」 

ワークショップ「佐野市災害ボランティア連絡会議の在り方に関する

検討方法」 

協議「佐野市災害ボランティア連絡会議の在り方について」   

    (第３回) 

    ・期 日  令和４年１２月１６日（金） 

    ・場 所  佐野市総合福祉センター２階会議室 

    ・内 容  ワークショップ「だったらいいなを言葉に」 

情報交換(興味・関心のある、自分・団体ができるテーマに関して) 

 (第４回) 

・期 日  令和５年３月７日（火） 

    ・場 所  佐野市総合福祉センター２階会議室 

    ・内 容  ワークショップ「連絡手段・情報共有の方法について」 
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(３) 防災を考える市民講座（災害ボランティア講座） 

 防災をきっかけに、地域住民や地域の多様な主体が我が事として参画し、世

代や分野を超えて丸ごとつながり、お互いに支えあう地域共生社会への理解や構

築に繋げるとともに、有事の際に地域を支える災害ボランティア活動への参加意

欲を高め、ボランティア活動への参加のきっかけになることを目的に開催した。 

期 日 場 所 内  容 参加者(人) 

令和４年 

１１月１８日 

（金） 

田沼中央 

公民館ホール 

「つながりが支える地域防災」 

 ～防災から災害支援を考える～ 

講師 特定非営利活動法人にいがた災

害ボランティアネットワーク 

 理事長 李 仁鉄 氏 

パネルディスカッション 

「災害で感じたつながり」 

パネリスト： 

・さのボラねっと 代表  松永 実加氏 

・免鳥町  井上 淳子氏 

・葛生本町自主防災部 部長 永島 典子氏 

１５７ 

 

基本事業２ 奉仕員養成研修事業 
障がい者の社会参加を支援する奉仕員ボランティアを養成するため、手話講習会・点

字講習会・要約筆記講習会を開催した。 

 
 事務事業１ 手話講習会の開催（受託事業） 

  新型コロナウイルス感染拡大防止のため、７月２１日(夜の部)は中止とし、全４０

回のうち３９回の実施となった。 

 

事務事業２ 点字講習会の開催（受託事業） 

   初級コースを令和４年９月１４日～令和５年２月８日（全１５回）で実施した。 

講 習 会 名 回数(回) 期  間 曜 日 参加者(人) 

点 

字 

初級コース １５ 
令和４年９月１４日～ 

令和５年２月８日 
水曜日  ５ 

 

 

 

講 習 会 名 回数(回) 期  間 曜 日 参加者(人) 

手 

話 

昼の部 

入門編 １９ 
令和４年５月１２日～ 

９月２２日 
木曜日    

１３ 

 基礎編 ２１ 
令和４年９月２９日～ 

令和５年３月９日 
木曜日 

夜の部 

入門編 １８ 
令和４年５月１２日～ 

９月２２日 
木曜日  

２０ 

 基礎編 ２１ 
令和４年９月２９日～ 

令和５年３月９日 
木曜日 
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 事務事業３ 要約筆記講習会の開催（受託事業） 

   令和４年９月７日～１０月５日（全５回）で実施した。 

講 習 会 名 回数(回) 期  間 曜 日 参加者(人) 

要約筆記（短期コース） ５ 
令和４年９月７日 ～ 

１０月５日 
水曜日 １２ 

 

 

 

基本事業１ 福祉団体活動の支援 
 事務事業１ 地域福祉活動助成事業（自主事業） 

  （１）各種福祉団体に助成金を交付し、団体活動の支援を行った。 

    佐 野 市 遺 族 連 合 会   佐野市民生委員児童委員協議会 

    佐野市肢体不自由児者父母の会   佐野市母子寡婦福祉連合会 

    佐 野 市 手 を つ な ぐ 育 成 会   佐 野 市 子 ど も 会 連 合 会 

    佐 野 市 聴 覚 障 害 者 協 会   佐野市視覚障がい者鳩の会 

    佐 野 精 神 保 健 福 祉 会   スペシャルオリンピックス日本・栃木 陸上佐野 

    こ だ わ り っ こ の 会   佐 野 シ ニ ア ク ラ ブ 連 合 会 

    佐 野 市 在 宅 介 護 家 族 の 会   佐 野 市 ゲ ー ト ボ ー ル 協 会 

 

  （２）福祉団体活動報告会の開催 

        助成金を交付した団体の活動状況を報告してもらうため、開催した。活動実績、

年間活動計画・今後の課題などの報告を受けた。 

   ・期 日  １日目 令和４年６月２８日（火）午前１０時～午後３時 ７団体 

         ２日目 令和４年６月３０日（木）午前１０時～午後３時 ７団体 

   ・場 所  田沼中央公民館 

 

 事務事業２ 社協バス管理運営事業（補助事業） 

   福祉増進を目的とする事業や、福祉団体が主催する事業に社協バスを運行した。 
 

区  分 車  種 稼働回数（回） 利用者延べ人数(人) 

茂呂山老人福祉

センター 

大型バス ４ ５３ 

中型バス １４ １８０ 

マイクロバス ０ ０ 

合  計 １８ ２３３ 

 

基本事業２ 高齢者・介護者の支援 

 事務事業１ 家族介護者交流事業（受託事業） 

   在宅で介護している方を対象に、介護者同士の交流や介護技術の習得を目的として研

修会を開催した。 

  （１）介護者研修会 

１回目 

    ・期  日  令和４年１１月２４日（木） 

施策３ 地域福祉活動の支援 
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    ・場  所  佐野日本大学短期大学 １階調理実習室 

    ・講  師  佐野日本大学短期大学 総合キャリア学科  

          教授 管理栄養士 藤田 睦 氏  

    ・内  容  調理実習 「知って納得！簡単！介護食の料理教室」 

    ・参加者  １５人 

   ２回目   新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

  （２）在宅介護者の集い 

         新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
 

 事務事業２ 佐野市在宅介護家族の会事務（自主事業） 

   在宅福祉の向上を目指し、介護者やその家族がお互いに交流し、介護への理解を

深め、在宅介護者への支援を行う佐野市在宅介護家族の会に対して、事務的な支援

を実施した。 
 
 事務事業３ 葛生あくと高齢者生きがい工房（指定管理者事業） 

   工房の作業場所を提供し、高齢者が自分の趣味を活かし明るく生きがいのある生

活が送れるように支援した。 
 

団 体 名 実施回数（回） 延べ人数（人） 

葛生陶芸愛好会 ８６ ２７６ 

 

 事務事業４ 佐野市高齢者生きがい活動支援通所事業（受託事業） 

   家に閉じこもりがちな高齢者に対し、社会的孤独感の解消、自立生活の助長及び

介護予防を図るため、通所の場を設けて各種サービスを提供した。 
 

区   分 
利用者登録人数 
      （人） 

開設日数（日） 
利用者延べ人数 

          （人） 

あくと生きがいサロン １２ １０２ ５２３ 

常盤生きがいサロン ８  ４９ ３０３ 

氷室生きがいサロン ７ ４８  ２０２ 

会沢生きがいサロン ４  ２４ １０２ 

合   計 ３１ ２２３ １，１３０ 

 

基本事業３ 障がい者の支援（補助事業） 

 事務事業１ 心身障がい児・者交流事業 

   心身障がい児・者と健常児・者が、共同生活やレクリエーション等を通じて相互

の交流を深め、障がい児・者福祉の向上を目的に、中学生・高校生ボランティアス

クール事業と統合して開催した。 

 

期   日 場所・内容  参加者 （人） 

令和４年 

８月９日(火) 

佐野市総合福祉センター 

事前学習会 

ボランティア         １３ 
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期   日 場所・内容  参加者 （人） 

 ８月１９日(金) 

佐野市総合福祉センター 

「障がい者スポーツ 

交流会」（ボッチャ体験） 

            ２７ 

（内訳） 

障がい児・者及び家族 １０ 

ボランティア     １５ 

その他         ２ 

 ８月２３日(火) 
佐野市総合福祉センター 

事後学習会 
ボランティア          ９ 

 

基本事業４ 子育て支援（受託事業） 
 事務事業１ ファミリー・サポート・センター事業 

   ファミリー・サポート・センターさのは、育児の援助を行いたい人と育児の援助

を受けたい人からなる会員組織であり、センターではアドバイザー等が中心となり、

会員相互の育児に関する援助活動調整等の業務を行った。 

 

  （１）開設時間 

    月曜日から金曜日 午前８時３０分から午後５時まで 

 

  （２）会 員                 （令和５年３月３１日現在） 

会  員  別 会 員 数（人） 

おねがい会員（依頼会員） ７７４ 

まかせて会員（提供会員） ３４１ 

どっちも会員（両方会員）  ３２ 

合   計 １,１４７ 

 

  （３）事業広報の取組 

     当センター事業の周知と会員数の拡充に向けて、「ファミリー・サポート・

センターさの」のリーフレット、「ファミサポだより」等を作成し、各事業所

や公共施設等に配布し、設置依頼をした。また、当センターのアドバイザーが

乳幼児健診、児童館や図書館等で行われる行事に出向き、参加した方に事業内

容の詳細と入会方法等を詳しく説明した。更に、ホームページやＳＮＳの更新

を積極的に行い、事業の事前告知や事業運営の様子等を掲載し、事業広報の工

夫に取り組んだ。 

     ＜リーフレット・広報紙＞ 

・配布部数……５４，６１３部 

      ・配布先 ……保育園、幼稚園、児童館、こどもクラブ、こどもの国、 

乳幼児健診、地域子育て支援センター、図書館、公民館 

     ＜ホームページ・ＳＮＳ＞ 

      ・ホームページ更新回数……１２回 

      ・ＳＮＳ更新回数    ……６回（令和４年８月より運用開始） 

 

  （４）講習会・交流会の開催 

安心して活動できる環境づくりと会員の資質向上に向けて、６回の講習会・
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交流会を企画した。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、第２回及び第３

回の講習会・交流会を中止とし、４回開催した。 
 

期   日 内   容 受講者数（人） 

令和４年 ６月 ８日（水） 
『愛と優しさで人は育つ』 

～アイリッシュハープの調べにのせて～ 
６９ 

１０月１２日（水） 『ヒヤリハット研修』   ２６ 

１１月１６日（水） 『お正月飾りを作って』～新年に向けて～ ２３ 

令和５年 １月２０日（金） 『箏の演奏会』～和の響き～ ３８ 

合   計 １５６ 

 

（５）活動状況 

内   容 活動件数（件） 

保育所・幼稚園の登園前や帰宅後の預かり ４１    

保育所・幼稚園の送迎 １３４ 

学童の放課後の預かり ７ 

こどもクラブの迎え ５８４ 

こどもクラブ終了後の預かり ３３ 

子どもの習い事等の場合の援助 ４２７ 

保育所・学校等休み時の援助 ３８ 

保護者等の短時間・臨時的就労の場合の援助 ７６ 

保護者等の冠婚葬祭による外出、他の子どもの学校行事の際

の預かり 
２ 

保護者等の外出の際の預かり ２３ 

保護者等の病気、その他急用の場合の援助 ３ 

学校への送迎及びこどもクラブへの送り ２９１ 

合   計 １,６５９ 

  



  

- 16 - 

 

基本目標２ 快適により安全で安心して暮らせるまちづくり  

 ～安全で安心な生活づくり～ 

 

住み慣れた地域で誰もが安心して暮らせるよう、相談支援体制の充実を図るとともに、

日常生活に支援が必要な方に対して生活支援サービスを提供します。 

また、介護保険事業や老人福祉センター事業などを実施することにより、安全で安心

な生活づくりを推進します。 

 

 

 

基本事業１ 相談支援の充実 
 事務事業１ 生活困窮者自立相談支援事業（受託事業） 

   現に経済的に困窮し、最低限度の生活を維持することができなくなるおそれのあ

る市民が、困窮状態から早期に脱却することを支援するため、本人や家族の状態に

応じた包括的かつ継続的な相談支援を実施した。 
   

（１）新規相談 

相 談 内 容 件数(件) 相 談 内 容 件数(件) 

病気や健康、障がいのこと ４ 仕事上の不安やトラブル ０ 

住まいについて ４ 家族関係・人間関係 ０ 

収入・生活費のこと ９０ 子育て・介護のこと ０ 

家賃やローンのこと ３０ ひきこもり・不登校 ２ 

税金や公共料金のこと １ 食べる物がない １７ 

仕事探し、就職について １９ DV虐待について ０ 

債務について ２ その他 ２ 

  合   計 １７１ 

 

  （２）支援計画（プラン）作成 

    ７４件（うち就労者２９人） 

 

  （３）相談・支援 

内   容 件数（件） 

電話相談・連絡 ６３７ 

訪問同行・支援 ４６２ 

面談 ８１９ 

他機関との会議(支援調整会議以外) ４ 

施策４ 生活支援の充実 
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内   容 件数（件） 

他機関との電話照会・協議 ２５５ 

その他(住宅確保給付金・活動報告等) ８６ 

支所対応 ５６７ 

合   計 ２，８３０ 

   ※相談・支援にあたり、緊急支援を要する相談者に対しては、寄付及び食糧支援

実施団体の協力を得て食料品等の提供を行った。 
   ・主な食料品  米、乾麺、カップラーメン、菓子類 等 

   ・延べ支援件数  ８２５件  

 

  （４）支援調整会議の実施状況 

    相談者への支援計画（プラン）の妥当性について確認・修正及び支援の評価並

びに今後の支援に当たっての支援方針及び各機関の役割について確認を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会議回数 期 日 場 所 出席者・内容 

第１回 
令和４年 

５月１７日(火) 
佐野市役所 

出席者：１４人 

〔内容〕 

新規プラン検討         ９件 

実施中プラン評価       ５件 

再プラン検討          ３件 

第２回 7月１９日(火) 佐野市役所 

出席者：１１人 

〔内容〕 

新規プラン検討           ８件 

実施中プラン評価      １０件 

再プラン検討             ２件 

第３回 ９月２０日(火) 書面審査 

〔内容〕 

新規プラン検討        １０件 

実施中プラン評価      １２件 

再プラン検討             ２件 

第４回 １１月１５日(火) 佐野市役所 

出席者：１２人 

〔内容〕 

新規プラン検討        １４件 

実施中プラン評価       ７件 

再プラン検討             ２件 

第５回 
令和５年 

  １月１７日(火) 
佐野市役所 

出席者：１２人 

〔内容〕 

新規プラン検討        １３件 

実施中プラン評価        ８件 

再プラン検討             ０件 

第６回 ３月２２日(水) 佐野市役所 

出席者：１３人 

〔内容〕 

新規プラン検討          ８件 

実施中プラン評価      ２１件 

再プラン検討             ２件 
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 事務事業２ 心配ごと相談事業（補助事業） 

   住民の日常生活の中での困りごとや心配ごとなどの相談に応じるため、佐野市心

配ごと相談所を佐野本所・田沼支所・葛生支所に開設し、相談員(職員)や弁護士に

よる助言・援助を行った。 

  （１）一般相談 

   ・相 談 日  常時開設(月曜日から金曜日) 

   ・時  間  午前８時３０分から午後５時まで 

 

  （２）弁護士無料法律相談 

   ・相 談 日  田沼中央公民館 （毎月第１火曜日）延べ１２日 

   ・時  間  午後１時３０分から午後３時３０分まで 

 

  （３）相談件数                        (単位：件) 

区  分 生
計 

住
宅 

家
族 

離
婚 

人
権
・
法
律 

財
産 

病
気 

そ
の
他 

合
計 

佐野本所 １９ １３ １４ １ ０ １１ ６ １２ ７６ 

田沼支所 ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １ ３ 

葛生支所 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ 

弁護士相談 １ ４ ５ ３ ４ ２６ １ １４ ５８ 

合  計 ２０ １９ １９ ４ ４ ３７ ８ ２８ １３９ 

 

基本事業２ 生活支援サービスの提供 

 事務事業１ 日常生活自立支援事業（受託事業） 

  （１）あすてらす さの 

    判断能力に不安のある高齢者や障がいのある方が地域で安心して生活が送れる

よう、さまざまな相談に応じるとともに日常的な金銭管理や書類等の預かりサー

ビスを提供した。 

① 契約状況 

   

 

 

 

②相談・受付（無 料） 

   ・相 談 日   月曜日から金曜日 

   ・時  間   午前８時３０分から午後５時まで 

   ・相談件数   １，４７０件（電話１，４３０件・来所４０件） 

 

区  分  新規契約（件）  解 約（件）  現利用者（人） 

利用数 １３ １４ ８６ 
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   ③支援内容（有 料） 

   ・生活支援サービス 福祉サービスの情報提供など 

   ・金銭管理サービス 生活費の払い戻し、公共料金、福祉サービスなどの利用料

の支払い、年金、手当等の受領確認  1,000円/１回 

   ・書類預かりサービス  預金通帳、証書、実印等の保管 500円/月額 

 

 

 
 

 事務事業２ 法人後見事業（自主事業） 

   認知症高齢者や障がいのある方で、意思決定が困難な方や判断能力の不十分な方

が地域で安心して生活が送れるよう、佐野市社会福祉協議会が成年後見人等となり、

成年被後見人等の財産管理、身上保護を行った。 

  （１）相談件数                       （単位：件） 

区 分 電話 来所 訪問 同行 その他 合計 

相談件数 ９８ ７ ３４ ０ ６５ ２０４ 
 

（２）受任件数                       （単位：件） 

類 型 補助 保佐 後見 合計 

受任件数 １（１） １（０） ３（３） ５（４） 

   ※カッコ内は継続件数 
 
  （３）法人後見運営委員会の開催 

    成年被後見人等の権利を擁護するとともに、法人後見事業の適正な運営を確保

するため、法人後見運営委員会を１回開催した。 
 
 事務事業３ 生活福祉資金貸付事業（受託事業） 

   低所得者世帯、障がい者世帯または高齢者世帯に対し、経済的自立及び社会参加

の促進を図り安定・向上・自立の促進を図ることを目的とし、資金の貸付けと必要

な援助指導を行った。 

区  分 貸付申請件数(件) 貸付申請額(円) 

総 合 支 援 資 金 ０ ０ 

福 祉 資 金 １ ２２９，１８０ 

教 育 支 援 資 金 ５ ８，１２１，０００ 

離職者支援資金 ０ ０ 

不動産担保型生活資金 ０ ０ 

特例 緊急小口資金 
（新型コロナ関連） 

９１ １６，９７０，０００ 

特例 総合支援資金 
（新型コロナ関連） 

７７ ３８，２００，０００ 

合   計 １７４ ６３，５２０，１８０ 

   相談・支援件数(延件数)  ２，８８８件 

区  分  調査、連絡調整（回）   生活支援・金銭管理（回） 

支援回数 １０４ １，０７２ 
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 事務事業４ 小口貸付資金事業（自主事業） 

   ・貸 付  最高限度額 ３０，０００円、償還期間１年以内、無利子 

区  分 件 数 (件) 金 額 (円) 相談・支援件数(件) 

貸  付 １０ ２８０，０００ ４１１ 

償  還 ９４ ４８１，４３０  

 

   ・償還指導 

償還期日を３か月以上経過し、償還のない方に対し、令和４年６月２９日、令

和４年１１月７日に督促状を送付。督促状を送付した結果、連絡がなかった市内

在住の方に対し、償還指導(訪問指導)を実施した。 

督促状送付件数 １２９件 

令和４年６月２９日 ４１件(借受人のみ) 

令和４年１１月７日 ８８件(借受人(５１件)、連帯保証人(３７件)) 

償還指導訪問件数 ２０件 

      令和４年１２月２２日 

 

・欠損処理 

    死亡や行方不明等により返済が滞っており、回収不可能となっている方に対し、

理事会・評議員会の承認を得て欠損処理を行った。 

期  日 件数(件) 金額（円) 

令和５年３月２８日（火） １ ２０，０００ 

 

 事務事業５ 行路人支援事業（自主事業） 

   佐野市内において、行路途中に援助が必要になった方に対し旅費を支給した。 

   １件 ３００円（支給限度額 １人につき３００円） 

 

 事務事業６ 福祉用具等貸出事業（自主事業） 

  （１）福祉車両（そよかぜ号）の貸出 

    身体機能の低下や障がい等で歩行困難な状況にある方に、車イスでの乗降が可

能な福祉車両を佐野本所、田沼支所、葛生支所に配備し、貸出しを行った。 

 

                                   

区分 
事業所 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

貸出 

件数 

(件) 

佐野 ８ ６ ７ ７ ６ ７ ９ ７ ６ ８ ３ ９ ８３ 

田沼 ８ ６ １０ ８ ７ ８ ８ ４ １０ ７ ５ ７ ８８ 

葛生 ５ ３ ４ ７ ２ ３ １ ３ ４ ２ ５ ２ ４１ 

合計 ２１ １５ ２１ ２２ １５ １８ １８ １４ ２０ １７ １３ １８ ２１２ 
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区分 
事業所 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

貸出 

日数 

(日) 

佐野 １１ １２ １６ １５ １１ １５ １４ １１ １７ １５ ４ ２０ １６１ 

田沼 １６ １４ ２１ １６ １４ １６ １７ １２ １７ １８ １１ １７ １８９ 

葛生 ９ ４ ５ １１ ５ ５ １ ３ ４ ３ ４ ３ ５７ 

合計 ３６ ３０ ４２ ４２ ３０ ３６ ３２ ２６ ３８ ３６ １９ ４０ ４０７ 

 

  （２）福祉用具の貸出 

    車いすを無料で貸出し、在宅福祉の向上を図った。 

貸 出 場 所 車いす（台） 

佐 野 本 所 １１１ 

田 沼 支 所 ６８ 

葛 生 支 所 １９ 

合   計 １９８ 

 

  （３）イベント用具の貸出 

    地域住民同士の交流の場づくりを推進するため、各種イベント用具を貸出した。 

                                    (単位:件) 

貸出場所 テント 
模擬店 
器具 

移動炊飯器 
調理器具等 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 
アンプ等 

レクリエー
ション用具 

その他 
備品 

佐野本所 ４ ４５ ８ １４３ １３ ２４ 

田沼支所  ０ ４   １５  ３  ０   

葛生支所 １ １        １３   

合  計 ５ ５０  ８ １７１ １６ ２４ 

 
 
 

 

基本事業１ 高齢者福祉サービスの提供 

 事務事業１ 居宅介護支援事業（自主事業）社協ケアプランセンター佐野 

 （１）ケアマネジメント 

    要介護認定で「要介護」と認定された高齢者等に対し、介護サービスの利用計

画(ケアプラン）の作成、関係機関との連絡調整、給付管理等を実施した。 

                                  （単位:人） 

対象者 月平均利用者数 利用者延べ人数 

要介護１～５ ９６ １，１５６ 

  

施策５ 福祉サービスの提供 
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 （２）介護予防ケアマネジメント 

    地域包括支援センターから委託を受け介護予防プランの作成を実施した。 

                                  （単位:人） 

 

  （３）介護保険研修会への参加 

    佐野市内居宅介護支援事業所６事業所との合同事例検討会の実施や介護保険に

関する各研修会へ参加した。 

 

研修名 参加事業所 期 日 

 

第１回合同事例検討会 

社協・蓬莱壮・ほほえみ・ピジョン

真中・佐野厚生・美と健康の森・マ

ザーの家 

令和４年 

 ５月１９日（木）    

 

第２回合同事例検討会 

社協・蓬莱壮・ほほえみ・ピジョン

真中・佐野厚生・美と健康の森・マ

ザーの家 

    

１０月２０日（木） 

 

第３回合同事例検討会 

社協・蓬莱壮・ほほえみ・ピジョン

真中・佐野厚生・美と健康の森・マ

ザーの家 

令和５年 

 ３月１５日（水） 

 

研修名 
参加者 

(人) 
期 日 場所・開催方法等 

介護支援専門員専門研修課

程Ⅰ 
１ 
令和４年６月１３日（月） 

    ～８月１８日（木） 
Zoom 

佐野市ケアマネ連絡会研修

「障がい者のある高齢者の

支援について」 

  ４  ７月２９日（金） Zoom  

とちぎ介護福祉機器展 ４ １０月１９日（水） 栃木商工会議所 

（株）サンライフ 

福祉機器店 
  ２    １１月１６日（水） 

足利地場産センタ

ー 

消費者被害に関する講座   ２    １１月１８日（金） 
田沼中央公民館２

階視聴覚室 

ケアプラン点検等研修会   １    １１月２１日（月） 勤労者会館２階 

 

 事務事業２ 介護予防支援事業（自主事業・受託事業） 

   「要支援１・２」及び、「総合事業対象者」と認定を受けた高齢者等への介護予

防ケアプランの作成、介護予防ケアマネジメントの作成、及び関係機関との連絡調

整、給付管理等を実施した。 

 

 

対象者 月平均利用者数 利用者延べ人数 

要支援１・２ ２７ ３２７ 
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                                            （単位:人）  

 

 事務事業３ 通所介護事業・第１号通所事業（自主事業） 

  デイサービスセンターふくしの里 

  （１）通所介護事業 

    要介護認定で「要介護」と認定された高齢者等に対して、日常生活上の介助及

び、入浴、給食、個別機能訓練などのサービスを実施した。 
  

 介 護 度 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

延べ人数（人） １４３ １８１ ５９ ３８ ８９ ５１０ 

利用回数（回） １，４４６ ２，０７８ ６５１ ３６０ ７３５ ５，２７０ 

 

  （２）第１号通所事業 

    「要支援１・２」と認定された高齢者等に対して、心身共に健康的な生活を過

ごせるように、入浴、給食、運動機能向上のための運動などのサービスを実施し

た。（日常生活支援総合事業を含む） 

介護度 要支援１ 要支援２ 合計 

延べ人数（人） ３２ ９５ １２７ 

利用回数（回） ９９ ４９５ ５９４ 

 

  ※中間浴槽の入れ替えを行い、サービスの向上につなげた。 

 

 事務事業４ 茂呂山老人福祉センター管理運営事業（指定管理者事業） 

   ・『三位一体健康法』の実践（利用者の健康保持・増進） 

     ①「茂呂山『食』のスローガン」の推進 

     ②「温泉療法」の推進 

     ③「軽運動」の勧め 

事業所名 

利用者延べ人数 
月平均 

利用者数 
介護予防支

援業務 

介護予防ケア

マネジメント業

務（総合事業） 

合計 

佐野市地域包括支援セン

ターさの社協 
２，３４７ ２，３５７ ４，７０４ ３９２ 

 （外部事業所委託） １，３９５ ９９４ ２，３８９ １９９ 

佐野市地域包括支援セ

ンターくずう 
９０１ ６３７ １，５３８ １２８ 

 （外部事業所委託） ４２７ ２５９ ６８６ ５７ 

合計 

包括支援

センター 
３，２４８ ２，９９４ ６，２４２ ５２０ 

外部委託 １，８２２ １，２５３ ３，０７５ ２５６ 
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   ・『茂呂山クラブ』の実践（利用者の生活の彩） 

     ①６クラブによるクラブ活動 

     ②茂呂山利用者全員で活動する茂呂山クラブ 

 

  （１）教養講座                        （単位：人） 

期 日 講 座 名 参加者 

令和５年 １月 ２日（月） 書き初め会 ６ 

毎週水曜日 書道教室 ３７１ 

合      計 ３７７ 

 

  （２）各種行事                        （単位：人） 

期 日 行 事 内 容 参加者 

令和４年 ４月２７日（水)  

  ４月２８日（木） 

茂呂山公園整備・美化活動（茂呂山クラ

ブ全体活動） 
１５３ 

  ５月 １日（日）～ 

 ５月 ３日（火） 
季節湯（菖蒲湯） ３２０ 

  ６月 １日（水）～ 

 ６月 ３日（金） 
季節湯（どくだみ湯） ３３７ 

  ６月１５日（水） 県民の日 無料開放 １４６ 

６月１９日（日） 県民の日関連 カラオケ発表会① ２８ 

７月 １日（金）～ 

 ７月 ３日（日） 
季節湯（桃湯） ２９９ 

７月２１日（木） 呑竜幼稚園温泉利用（世代間交流行事） ６０ 

８月 ３日（水）～ 

 ８月 ５日（金） 
季節湯（ハッカ湯） ２９９ 

９月 ７日（水）～ 

 ９月 ９日（金） 
季節湯（菊湯） ２７６ 

９月１８日（日） カラオケ発表会② ２７ 

９月１９日（月） 敬老の日臨時会館 １２５ 

 １０月 １日（土）～ 

１０月 ３日（月） 
季節湯（生姜湯） ２８９ 

１０月２７日（木） 
茂呂山公園整備・美化活動（茂呂山クラ

ブ全体活動） 
１３０ 

１０月２８日（金） 風の子保育園お昼寝（世代間交流行事） ２５ 

１１月１０日（木） 
風の子保育園温泉利用（世代間交流行

事） 
３４ 

１１月１９日（土）～ 

１１月２１日（月） 
季節湯（みかん湯） ３２１ 

１２月１８日（日） カラオケ発表会③ ３１ 
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期 日 行 事 内 容 参加者 

１２月２１日（水）～ 

１２月２３日（金） 
季節湯（柚子湯） ２９７ 

令和５年 １月２１日（土） 

 ～１月２３日（月） 
季節湯（松湯） ２９８ 

 ２月 ４日（土）～ 

２月 ６日（月） 
季節湯（大根湯） ３３３ 

 ２月１９日（日） カラオケ発表会④ ３３ 

 ３月１３日（月） 茂呂山杯争奪将棋大会 ５ 

 ３月２５日（土）～ 

３月２７日（月） 
季節湯（蓬湯） ２８８ 

毎日 ラジオ体操 ― 

毎月 第 １土曜日 健康麻雀月例会 ２０５ 

毎月 第 ４日曜日        将棋月例会 １０４ 

合    計 ４，４６３ 

   ・季節ごとに季節の飾り付けを実施し、利用者に喜んでいただいている。 

 

  （３）各種クラブの開催  

クラブ名 会員（人） 実施回数（回） 延べ人数（人） 

将 棋 ２１ ２８６ １，９０１ 

健 康 麻 雀 ３５ ２９５ ２，８６１ 

論 語 塾 ２ ２ ４ 

書 道 １５ ６０ ３７１ 

卓 球 ４０ ２９５ ４，１４９ 

パターゴルフ ２ ２０ ２０ 

合  計 １１５ ９５８ ９，３０６ 

 

  （４）茂呂山クラブバスの運行 

   ・東コース利用延べ人数    ９８４人 

   ・西コース利用延べ人数  １，５１１人 

    

 事務事業５ 田之入老人福祉センター管理運営事業（指定管理者事業） 

   ・高齢者福祉の増進を図るため、教養講座、レクリエーション等を計画したが、

新型コロナウイルス感染拡大防止のため多くの行事を中止とした。 

   ・利用者が安全に安心して利用できるよう施設・設備の維持管理に努めた。 

   ・利用者の利便を図るための売店（新型コロナウイルス感染拡大防止のため飲料

水の販売を除き閉鎖）及び佐野斎場売店の経営。 
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  （１）佐野シニアクラブ活動の援助 

    ・新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動中止 

 

  （２）教養講座        

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
 

  （３）各種行事                        （単位:人） 

期 日 行  事  内  容 参加者 

令和４年 ５月２０日（日） 春季ゲートボール大会 ７０ 

５月 ７日（土） 季節湯（菖蒲湯） １５ 

６月１５日（水） 県民の日イベント １８ 

７月２８日（木） 第１回 避難訓練 ５ 

 ９月１９日（月） 敬老の日 １５ 

１０月２０日（木）～ 

令和５年 ２月１５日（水） 
植木観賞 ― 

令和４年１１月１１日（金） 秋季ゲートボール大会 ６０    

１２月２２日（木） 季節湯（柚子湯） １２ 

２月１６日（木） 第２回 避難訓練 ６ 

３月 ２日（木）～ 
３月１４日（木） 

お楽しみ会（輪投げ）   ２０ 

合    計 ２２１ 

   ・季節ごとに季節の飾り付けを実施し、利用者に喜んでいただいている。 

 

  （４）各種クラブの開催 

クラブ名 会 員（人） 実施回数（回） 延べ人数（人） 

 ダンス ２６ ０ ０ 

 カラオケ ９ ０ ０ 

ゲートボール ４９ ８ ３９２ 

合  計 ８４ ８ ３９２ 

 

  （５）巡回バスの運行（新型コロナウイルス感染拡大防止のため運行中止） 

   ・東コース利用延べ人数    ０人（第１・第３・第５木曜日） 

   ・西コース利用延べ人数    ０人（第１・第３・第５土曜日） 

   ・南コース利用延べ人数    ０人（第１・第３・第５水曜日） 
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 事務事業６ 田沼老人福祉センター管理運営事業（指定管理者事業） 

   ・高齢者福祉の増進を図るため、教養講座、レクリエーション等を計画したが、

新型コロナウイルス感染拡大防止のため多くの行事を中止とした。 

   ・利用者が安全に安心して利用できるよう施設・設備の維持管理に努めた。 

   ・新型コロナウイルスワクチン接種、熱中症予防及び特殊詐欺防止などの情報を

提供した。 
 

  （１）教養講座                        （単位:人） 

期 日 講  座  名 参加者 

令和４年１１月１１日（金） シルバー講座「気功体操」 ９ 

合    計 ９ 

 

  （２）各種行事                        （単位:人） 

期 日 行  事  内  容 参加者 

令和４年 ５月 ７日（土） 季節湯（菖蒲湯） ３６ 

６月１５日（水） 県民の日 無料開放 ３５ 

８月１０日（水） 季節湯（ハッカ湯） ３５ 

８月２３日（火） 第１回消防訓練（田沼中央公民館合同） １２ 

９月１９日（月） 敬老の日臨時開館 ３５ 

９月２８日（水） 季節湯（菊湯） ３５ 

１０月２６日（水） 季節湯（生姜湯） ３３ 

１１月２２日（火） 季節湯（みかん湯） ３８ 

１２月１５日（木) 第２回消防訓練（田沼中央公民館合同） ２０ 

１２月２１日（水） 季節湯（柚子湯） ３５ 

令和５年 １月１８日（水) 季節湯（松湯） ３６ 

２月 ８日（水） 季節湯（大根湯） ３２ 

３月１５日（水） 季節湯（蓬湯） ３３ 

合    計 ４１５ 

   ・季節ごとに季節の飾り付けを実施し、利用者に喜んでいただいている。 

 

  （３）各種クラブの開催 

クラブ名 会員 (人 ) 実施回数(回) 延べ人数(人) 

絵手紙の会 ６ １１ ４６ 

将棋交流会 １６ １３９ ５２１ 

合   計 ２２ １５０ ５６７ 
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  事務事業７ 葛生あくと福祉センター管理運営事業（指定管理者事業） 

   ・高齢者福祉の増進を図るため、教養講座、レクリエーション等を計画したが、

新型コロナウイルス感染拡大防止のため行事を中止とした。 

   ・利用者が安全に安心して利用できるよう施設・設備の維持管理に努めた。 

  （１）教養講座 

    ・新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

  （２）各種行事                        （単位:人） 

   期    日 行  事  内  容 参加者 

令和４年 ６月１４日（火）～ 

６月１９日（日） 
県民の日 無料開放週間 ９１ 

９月１９日（月）～ 

９月２５日（日） 
祝敬老の日週間 ５８ 

１２月２１日（水） 

 ２２日（木） 
季節湯（柚子湯） ２４ 

令和５年 1月 ４日（水）～ 

１月１５日（日） 
石鹸で衛生管理に役立てよう（石鹸配布） ５２ 

２月 ２日（木） 

３日（金） 
節分の豆配布 １８ 

               合              計 ２４３ 

   ・季節ごとに季節の飾り付けを実施し、利用者に喜んでいただいている。 

 

 ○高齢者福祉センター合同開催事業・各施設の利用状況 

  （１）高齢者福祉センター新春将棋大会の開催 

    市内の高齢者福祉センターを利用されている方々が一堂に会し、将棋を通して交流

を深め、心身をリフレッシュすることを目的に開催を計画していたが、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止のため中止した。 

 

  （２）高齢者福祉センター利用状況                （単位：人） 

区 分 
開館日数 

(日) 

両毛広域都市圏内 両毛広域都市圏外 

合 計 
60歳以上 一般 

16 歳 

未満 
小計 

16 歳 

以上 

16 歳 

未満 
小計 

茂呂山老人福
祉センター ２９５ ３６，５２６ １０６ １１３ ３６，７４５ １０３ ２ １０５ ３６，８５０ 

田之入老人福
祉センター ２９６ ４，６３５ ５４  ０ ４，６８９  ２ ０ ２ ４，６９１ 

田沼老人福祉
センター ２９０ １０，３３１ ８２ １ １０，４１４ ２ ０ ２ １０，４１６ 

葛生あくと 
福祉センター ２９７ ４，２６１  ５３ ０ ４，３１４ ３ ０ ３ ４，３１７ 

合 計 １，１７８ ５５，７５３ ２９５ １１４ ５６，１６２ １１０ ２ １１２ ５６，２７４ 

※両毛広域都市圏とは、「佐野市、足利市、桐生市、太田市、館林市、みどり市、 

板倉町、明和町、千代田町、大泉町、邑楽町」をいう。 
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基本事業２ 児童福祉サービスの提供 

 事務事業１ 児童発達支援事業（自主事業）さのチャイルドケアセンターすてっぷ 

   発達に心配のある児童が、日常生活における基本的動作を習得するとともに集団

生活に適応することができるよう、身体及び精神の状況並びにその置かれている環

境に応じて適切かつ効果的な指導及び訓練を実施した。 

  （１）利用状況 

開設日数(日) 契約者数（人） 利用者延べ人数(人) １日平均利用数（人） 

２３９ ４９ １，５９９ ６．７ 

 

  （２）発達相談・療育訓練 

    発達についての心配事や、就園・就学に関する相談、問題行動への対処の方法 

など、より専門的なアドバイスをいただける機会として実施した。 

   ・小児科医師（月１回）･････ １２回 ３５人利用 

   ・作業療法士（隔月）  ･････  ６回 １２人利用 

 

  （３）各種行事 

  期 日 行 事 内 容 参 加 者  

令和４年５月１７日（火）～ 

    ６月２９日（水） 
幼稚園・保育園見学（前期） ７園 

６月２４日（金） 

２８日（火） 
保護者会 ４０人 

８月２２日（月） 同窓会 ３０人 

１１月 ８日（火）～ 

１１日（金） 
避難訓練 （年長児）１８人 

１０月２５日（火）～ 

  １２月１９日（月） 
幼稚園・保育園見学（後期） ７園 

 

 事務事業２ 障がい児相談支援事業（自主事業）さの社協相談支援センターほっぷ 

    発達に心配のある児童の自立した生活を支え、その児童の抱える課題の解決や

適切なサービス利用の計画を作成し、きめ細かい支援を行った。 

  （１）利用状況 

契約者数（人） 新規利用計画（件） 更新利用計画（件） 
モニタリング 

(件） 

１８５ ３４ １４７ ２６８ 

   

（２）佐野市教育支援委員会への参加 

    教育上、特別な教育的支援が必要と思われる児童及び生徒の適切な就学を図る

ことを目的に設置された佐野市教育支援委員会に委員として出席した。 

会 議 名 参加者 期  日 場 所 

第１回教育支援 

委員会 
委員 令和４年 ５月１２日（木） 教育センター 
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会 議 名 参加者 期  日 場 所 

第２回教育支援 

委員会 
調査委員  ５月２６日（木） 教育センター 

第３回教育支援 

委員会（相談） 
委員 １０月 ６日（木） 教育センター 

第４回教育支援 

委員会（相談） 
委員 １０月２０日（木）  教育センター 

第５回教育支援 

委員会（相談） 
委員 １１月１０日（木）  教育センター 

第６回教育支援 

委員会（相談） 
委員 １２月 １日（木）  教育センター 

第７回教育支援 

委員会（相談） 
委員 １２月 ８日（木） 教育センター 

第８回教育支援 

委員会 
委員 １２月２２日（木） 教育センター 

 

  



  

- 31 - 

３．市民参加による自立したまちづくり 

～地域共生による地域福祉の基盤づくり～ 

 

  地域住民や地域の多様な主体が「我が事」として参画し、人と人、人と社会資源

が世代や分野を超えて「丸ごと」つながり、共に支え合う地域共生社会の実現を目

指します。 

  高齢者等が可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしが続けられるよう、

医療・介護・予防などの支援・サービス提供体制の構築を推進します。 

  誰もが必要な福祉情報を入手できるよう広く市民に分かりやすく提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本事業１ 地区社会福祉協議会活動への支援 

 事務事業１ 地区社会福祉協議会活動支援事業（自主事業） 

   地区社会福祉協議会に対し、見守り活動、行事の開催、広報紙の発行など運営、

活動に関する支援や情報提供などを実施した。 

  （１）運営に関する支援、情報提供の実施 

 地 区 社 協 名 主 な 活 動 内 容 

佐 
 
 
 

野 
 
 
 

地 
 
 
 

域 

佐野地区社会福祉協議会 
広報紙の発行 
ひとり暮らし高齢者等見守り事業 
地区座談会 

植野地区社会福祉協議会 

広報紙の発行 
はつらつセンター事業運営 
ひとり暮らし高齢者等見守り事業 
ネットワーク研修会 
植野地区コミュニティまつり 
２階層協議会(介護施設懇談会・新規事業の
実施) 
研修会 
地区座談会 

界地区社会福祉協議会 
ひとり暮らし高齢者等見守り事業 
地区座談会 

犬伏地区社会福祉協議会 
広報紙の発行 
ひとり暮らし高齢者等見守り事業 
第２層協議体会議 

堀米地区社会福祉協議会 
ひとり暮らし高齢者等見守り事業 
はつらつセンター運営 

旗川地区コミュニティ・福祉協議会 
ひとり暮らし高齢者等見守り事業 
地区座談会 

吾妻地区社会福祉協議会 
広報紙の発行 
ひとり暮らし高齢者等見守り事業 
子どもふれあい事業（ミニ門松づくり） 

基本目標３ 市民参加による自立したまちづくり 

    ～地域共生による地域福祉の基盤づくり～ 

 

施策６ 地域共生による福祉活動の推進 
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 地 区 社 協 名 主 な 活 動 内 容 

佐
野
地
域 

赤見地区社会福祉協議会 
広報紙の発行 

ひとり暮らし高齢者等見守り事業 
第２層協議体会議 

田 
 
 
 

沼 
 
 
 

地 
 
 
 

域 

田沼地区社会福祉協議会 

広報紙の発行 
ひとり暮らし高齢者等見守り事業 
グラウンドゴルフ大会 
住民ふれあい事業（にこにこ秋まつり） 

田沼南部地区社会福祉協議会 
子供安全対策（登下校の見守り） 

ひとり暮らし高齢者等見守り事業 

栃本地区コミュニティ・社会福

祉協議会 
ひとり暮らし高齢者等見守り事業 

田沼北部地区社会福祉協議会 

先進地視察研修 

ひとり暮らし高齢者等見守り事業 

ひとり暮らし高齢者熱中症対策（飲料水配付） 

マスク配付（見守り対象者） 

災害時避難計画の検討 

戸奈良地区コミュニティ・社会

福祉推進協議会 
ひとり暮らし高齢者等見守り事業 

三好地区社会福祉協議会 ひとり暮らし高齢者等見守り事業 

野上地区社会福祉協議会 

広報紙の発行 

ひとり暮らし高齢者等見守り事業 

マスク配付（見守りボランティア） 

新合地区社会福祉協議会 

広報紙の発行 

地区三世代交流事業 

ひとり暮らし高齢者等見守り事業 

高齢者訪問事業 

飛駒地区社会福祉協議会 

ヤクルト飲料セットの配付 

ひとり暮らし高齢者熱中症対策（飲料水配付） 

ひとり暮らし高齢者等見守り事業 

葛
生
地
域 

葛生地区社会福祉協議会 

広報紙の発行 

ひとり暮らし高齢者等見守り事業 

ひとり暮らし高齢者等日用品配付 

障がい児者ふれあい事業 

第２層協議体会議 

 

  （２）活動助成金の交付 

    地区社会福祉協議会に対し、地域福祉活動の活性化を図るため、地区割 1 地区

あたり基本額５０，０００円及び世帯数割(世帯数割係数×世帯数)で算定し、

全１８地区に活動助成金を交付した。 
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   （３）地区社協連絡会議の開催 

   第１回 

   ・期 日  令和４年７月１２日（火） 

   ・場 所  佐野市総合福祉センター２階会議室 

   ・内 容   

事例紹介 ・事業活動について 

          ・支えあい活動アンケートについて 

   ・事例紹介者 小山市中地区社会福祉協議会 

コーディネーター 宮脇 文恵 氏  

   ・参加者  ５３人 

   第２回  

   ・期 日 令和５年２月２４日（金） 

   ・場 所  佐野市総合福祉センター２階会議室 

   ・内 容   

 事例紹介 「小地域福祉活動計画」について 

・事例紹介者 那須町社会福祉協議会 

          那須町田中地区社会福祉協議会 

   ・参加者  ４１人 

 

  （４）地区社協支援職員制度の充実 

    市内１８地区社会福祉協議会に担当職員の他、正職員を支援職員として配置し、

活動の相談・支援をした。 

   ・研修会の実施 

    地区社協支援職員を対象に、研修会を実施した。  

期 日 参加者(人) 内  容 

令和４年 
７月１６日(金) 

３３ 

テーマ「誰も取り残さない地域づくりの第一歩」

～社協業務と地域とのつながりを意識し、地域支

援の目標を立てる～ 

講師 宇都宮短期大学教授 宮脇文恵氏 

・前年度までの振り返りと地域へのアプローチの

方法（講義） 

・各部署による地域との関わりについての事例紹

介 

・グループワークによる支援目標の設定 

１１月１１日(金) ２６ 

テーマ「誰も取り残さない地域づくりの第一歩」

～活動支援目標の進捗状況の共有～ 

講師 宇都宮短期大学教授 宮脇文恵氏 

・地域支援状況の事例発表（３地区） 

・グループワーク（支援目標に対しての振り返

り、改善等） 
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期 日 参加者(人) 内  容 

令和５年 
２月  ４日(金) 

３２ 

テーマ「誰も取り残さない地域づくりの第一歩」 

～今年度の活動の振り返りと総括～ 

講師 宇都宮短期大学教授 宮脇文恵氏 

・今年度の活動の振り返りと総括 

・正副会長への報告 

・講 義 

地域福祉活動における個人情報の取扱いと小地域

福祉活動計画策定のためのニーズ把握や地域との

関わり方のポイントなど 

 

（５）福祉活動推進員の設置 

    市内１８地区の地区社会福祉協議会の住民同士の交流や、地区内のさまざまな

福祉活動の場などに出向き、地域住民の福祉的ニーズを収集し、把握、分析しな

がら個々の生活課題から地域共有の生活課題を掘り起こし、各地区社協の活動や

その支援に資することを目的として福祉活動推進員を設置する。モデル的に赤見

地区、界地区、葛生地区に１名ずつ３名配置した。 

 

 事務事業２ 地域福祉活動拠点整備事業（自主事業） 

   地域住民の地域福祉活動への主体的参加の促進と活動の安定化を目的に、地域福

祉活動を行う団体の組織化や団体の活動拠点、備品等の整備・支援を行った。 

 

団 体 名 内  容 

植野地区社会福祉協議会 冷凍冷蔵庫 

界地区社会福祉協議会 事務局用パソコン、プリンター 

赤見地区社会福祉協議会 事務局用パソコン、プリンター 

田沼北部地区社会福祉協議会 物置 

 

基本事業２ ひとり暮らし高齢者等への見守りの充実 

 事務事業１ ひとり暮らし高齢者等見守り事業（補助事業） 

   在宅のひとり暮らし高齢者等を対象に、地域住民による見守り活動を実施し、安

否確認や生活問題の早期発見をめざすとともに、高齢者等と地域住民がボランティ

アとの交流により、地域の福祉力を高める事を目的に実施した。 

  （１）実施状況 

実施団体名 
実施回数 

（回） 

延べ実績者数 

（人） 

登録者数 

（人） 

佐
野
地
域 

佐野地区社会福祉協議会 
佐野地区 ３６ 

天明地区 ２５ 
３，６７３ １２１ 

植野地区社会福祉協議会 ３６ １，４９１ ３７ 

界地区社会福祉協議会 ３６ ７６２ ２２ 
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実施団体名 
実施回数 

（回） 

延べ実績者数 

（人） 

登録者数 

（人） 

佐
野
地
域 

犬伏地区社会福祉協議会 ３６ ２，２１９ ６４ 

堀米地区社会福祉協議会 ３６ ７８０ ２６ 

旗川地区コミュニティ・福祉協議会 ３６ ５２８ １１ 

吾妻地区社会福祉協議会 ３６ ４１４ １１ 

赤見地区社会福祉協議会 ３６ １，５２５ ４１ 

田 
 

沼 
 

地 
 

域 

田沼地区社会福祉協議会 ３６ ５２９ １９ 

田沼南部地区社会福祉協議会 ４８ ５３９ １８ 

栃本地区コミュニティ・社会福

祉協議会 
３６ ３９９ １１ 

田沼北部地区社会福祉協議会 ３６ ８１８ ２０ 

戸奈良地区コミュニティ・社会福

祉推進協議会 
３６ ２６５ ８ 

三好地区社会福祉協議会 ３６ ３６ １ 

野上地区社会福祉協議会 ３６ ４９２ １５ 

新合地区社会福祉協議会 ３６ ３０７ １１ 

飛駒地区社会福祉協議会 ３４ ２４５ １０ 

葛
生
地
域 

葛生地区社会福祉協議会 ３６ ２，４７５ ６５ 

合   計 ６８３ １７，４９７ ５１１ 

 

基本事業３ 公益的な取り組みの推進 

 事務事業１ 社会福祉法人連携協働事業（自主事業） 

   １８の社会福祉法人に訪問し、趣旨説明を実施し設立に向けての協議を行った。

新型コロナウイルスの影響により、対面での活動が難しい法人もありオンライン会

議を開催して、組織化に向けての推進を図った。  
 
 

 

 

基本事業１ 地域ネットワークづくりの推進 

 事務事業１ 地域包括支援センター運営事業（受託事業） 

   地域住民の保健医療の向上及び福祉の増進を総合的に支援するため、保健師、社

会福祉士、主任ケアマネジャーの３職種を配置し、運営した。 

   高齢者やその家族からの様々な相談に応じ、高齢者福祉制度や地域の社会資源を

活用した総合的な支援を行った。 

 

 

 

施策７ 地域包括ケアシステムの構築 
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  （１）総合相談・支援事業 

   ・相談方法                           （単位：人） 

区 分 電 話 来 所 訪 問 その他 合 計 

さの社協 
初 回 ４６４ ８７ ６７ ４ ６２２ 

継 続 ８６７ ５８ ５６９ １９ １，５１３ 

く ず う 
初 回 １５７  １０６ ９ ０ ２７２ 

継 続 ２３７ ８５ １５４ ７ ４８３ 

合 計 
さの社協 １，３３１ １４５ ６３６ ２３ ２，１３５ 

くずう ３９４ １９１ １６３ ７ ７５５ 

  ※さの社協・・・地域包括支援センターさの社協  くずう・・・地域包括支援センターくずう 
 

  ・対象者の家族構成                        （単位：人）  

区 分 一人暮らし 高齢者世帯 日中ひとり その他 不 明 合 計 

さの社協 ９５７ ３９６ ６７ ５８３ １３２ ２，１３５ 

く ず う ３０６ １５３ ３０ ２３１ ３５ ７５５ 

合 計 １，２６３ ５４９ ９７ ８１４ １６７ ２，８９０ 

  ※さの社協・・・地域包括支援センターさの社協  くずう・・・地域包括支援センターくずう 
 
  ・相談内容等                            （単位：人）  

区  分 さの社協 くずう 合 計 

保健福祉関係に関すること ３１３ ８１ ３９４ 

介護保険関係に関すること １，４２４ ５１６ １，９４０ 

施設入所に関すること １４２ ６５ ２０７ 

住宅改修・福祉用具に 

関すること 
２５７ １７９ ４３６ 

身体的な問題に関すること ９８５ ４３９ １，４２４ 

経済的な問題に関すること １８２ ２８４ ４６６ 

認知症に関すること ２９５ ９４ ３８９ 

介護予防に関すること ６ ５ １１ 

権利擁護に関すること １７７ ２３ ２００ 

その他 ４８６ ７６ ５６２ 

合  計 ４，２６７ １，７６２ ６，０２９ 

 

  （２）権利擁護事業 

    高齢者の成年後見制度相談、施設等への措置の対応、虐待への対応、困難事例

への対応、消費者被害の防止の相談等を関係機関と連携して行った。 
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   ・相談種別                           （単位：人）  

区 分 
成年後見 

制度相談 

施設等へ

の措置の

対応 

虐待への

対応 

困難事例

への対応 

消費者被

害の防止

の相談 

その他 合 計 

さの社協 １７ １ ２０ １３５ １ ３ １７７ 

く ず う １０ ０ ５ ５ ０ ３ ２３ 

合 計 ２７ １ ２５ １４０ １ ６ ２００ 

※さの社協・・・地域包括支援センターさの社協  くずう・・・地域包括支援センターくずう 

 

   ・認知症サポーター養成 

  ○地域包括支援センターさの社協                 （単位：人） 

  期  日 場  所 対   象 参加者 

令和４年 ４月１３日（水） 佐野信用金庫本店 新入職員 １２ 

６月１４日（火） 佐野市総合福祉センター 市民 ２１ 

９月１６日（金） 天明小学校 ４年生・職員 ８２ 

１０月１８日（火） 佐野市総合福祉センター 市民 １４ 

令和５年 １月１８日（水） 西中学校 生徒・職員 ９６ 

２月１０日（金) 佐野中央公民館 
佐野地区民生委員

児童委員 
１６ 

合    計 ２４１ 

 

  〇地域包括支援センターくずう                  （単位：人） 

期  日 場  所 対   象 参加者 

令和４年 ５月１７日（火） 葛生図書館 図書館職員 ８ 

  ５月３０日（月） 常盤中学校 １年生・教職員 １９ 

合    計 ２７ 

  

（３）包括的・継続的ケアマネジメント事業 
    介護支援専門員の支援、困難事例に対する助言、地域における様々な社会資源

との連携・協力体制の整備などを行った。 
            （単位：人）  

区 分 日常的個別指導・相談 
支援困難事例等 

への指導・助言 
合 計 

さの社協 １５０ １０５ ２５５ 

く ず う ３５ ２１ ５６ 

合 計 １８５ １２６ ３１１ 

 ※さの社協・・・地域包括支援センターさの社協  くずう・・・地域包括支援センターくずう 
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  ○ケアマネジャー対象の研修（市内包括共催）            （単位：人）  

期  日 場  所 内  容 参加者 

令和４年 ７月２１日(木) 

９月１３日(火) 
城北地区公民館 F-SOAIP記録の研修 ７７ 

合    計 ７７ 

 
  （４）広報啓発活動 
    地域住民に対して、介護予防及び地域包括支援センターについて説明し、周知

を行った。 
  ○地域包括支援センターさの社協                  （単位：人）  

期  日 場  所 対   象 参加者 

令和４年４月 
～令和５年３月（１８回） 

佐野市中央公民
館 

佐野地区民生委員児童委員 
天明地区民生委員児童委員 

２９６ 

令和４年４月 
～令和５年３月（８回） 

犬伏地区公民館 犬伏地区民生委員児童委員 ２７２ 

合    計 ５６８ 

 

○地域包括支援センターくずう                   （単位：人）  

期  日 場  所 対   象 参加者 

令和４年４月 
～令和５年３月（12回） 

あくと保健セン
ター 

葛生地区民生委員児童委員 ３０６ 

令和４年４月 
～令和５年３月（12回） 

常盤地区公民館 
常盤・氷室地区民生委員児
童委員 

１７９ 

令和４年４月、６月(2回) 
あくと保健セン
ター 

葛生地区社協理事 ３３ 

合    計 ５１８ 

  

 （５）『頭も！体も！元気あっぷ教室』 の開催 

    介護に関するミニ知識と簡単にできる体操など、参加者同士の交流を行った。 

 ○地域包括支援センターさの社協                 （単位：人）  

期  日 場  所 対   象 参加者 

令和４年４月 
～令和５年３月（１2回） 

佐野市総合福祉
センター 

市 民 １８７ 

 

  （６）介護予防教室 

    介護予防体操、口腔ケア、認知症等の出前講座を開催した。 

  ○地域包括支援センターさの社協                 （単位：人）  

期  日 場  所 対   象 参加者 

令和４年４月 
～令和５年３月（７回） 

若松城東公民館 若松城東茶話会参加者 １００ 

令和４年６月 
～令和５年２月（８回） 

犬伏地区公民館 犬伏地区サロン参加者 １００ 
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期  日 場  所 対   象 参加者 

令和４年４月 
～令和５年３月（２回） 

大橋町市街部公
民館 

大橋町市街部サロン参加者 ２９ 

合    計 ２２９ 

 

  ○地域包括支援センターくずう                  （単位：人）  

期  日 場  所 対   象 参加者 

令和４年５月 
～令和５年３月（４３回） 

あくと保健センター、
氷室地区公民館、常盤
地区公民館、会沢地区
コミュニティーセンター 

各サロン利用者 ３０７ 

令和４年６月 
～令和４年 11月(５回) 

本町公民館 
シニアクラブ 
本町本若会 

１０１ 

１１月２１日（月） 宮本町公民館 
シニアスラブ 
宮本町長寿会 

１６ 

１１月２９日（火） 倭町公民館 
シニアクラブ 
やまとクラブ 

２１ 

１２月１４日（水） 松井町公民館 
シニアクラブ 
松井町松寿会 

１４ 

令和５年 ３月 ６日(月) 
２７日(月) 

会沢ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 会沢コミュニティー ２３ 

合    計 ４８２ 

 

 事務事業２ 生活支援体制整備事業（受託事業） 

   日常生活上の支援が必要な高齢者が、住み慣れた地域で生きがいを持って在宅生
活を継続していくために必要となる多様な主体による多様な生活支援・介護予防サ
ービスの提供体制を構築するため、支援ニーズとサービスのコーディネート機能を
担い、サービスを提供する事業主体と連携して支援体制の充実・強化を行った。 

 
  （１）生活支援・介護予防サービスのコーディネート等に関する業務 

項  目 件 数 内     容 

情報提供等 １７３ 

地域で活動する団体等に出向き、関係者や参加者か

ら情報を収集し、また必要とされている情報を提供し

た。 

立ち上げ相談・支援 ４２ 
町会や地域で活動する団体からの相談を受け、地域

の会議等に参加し、情報提供および助言等行った。 

ネットワーク構築 １３ 
生活支援・介護予防サービス関係者間の横のつなが

りを作るために会議や連絡会の開催や参加をした。 

合  計 ２２８  

 

 （２）生活支援体制整備協議体への参加（全２０回） 

  ①佐野市第１層生活支援体制整備協議体会議（書面開催） 

    令和４年度第１回佐野市生活支援体制整備協議体会議の書面開催において、以

下の書類を提出し委員の皆様へ報告した。 
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   ア 令和３年度生活支援コーディネーター業務報告書 

   イ 令和４年度生活支援コーディネート業務年間計画 

 

  ②第２層協議体会議への参加（４地区）（再掲） 

地区社会福祉

協議会名 
期 日 場 所 参加者 内 容 

植野地区社会

福祉協議会 

 

令和４年 

４月２８日 

植野地区公

民館 

地区社協役員事務局

１６人、市社協３人 

植野たすけあいとの

連携事業について 

６月３０日 

植野地区公

民館 

地区社協役員事務

局３人、植野たすけ

あい２人、高齢者施

設４人、市社協１人 

地域介護支援施設と

の第２回懇談会 

８月２５日 

植野地区公

民館 

地区社協役員事務

局１６人、市社協４人 

植野たすけあいとの

共催事業である模擬

型デイサービスの実

施について 

１２月２２日 

植野地区公

民館 

地区社協役員、評

議委員他、植野た

すけあい、市社協３

人 

植野地区社会福祉協

議会･NPO法人植野た

すけあい合同研修 

令和５年 

２月１６日 

植野地区公

民館 

地区社協役員事務

局１２人、市社協３人 

認知症サポーター養

成講座の受講 

犬伏地区社会

福祉協議会 
令和４年 

４月２４日 

犬伏地区公

民館 

地区社協役員、市

社協３人 

訪問型サービス Bに

ついて 

６月２６日 

犬伏地区公

民館 

地区社協役員１９

人、市社協３人 

佐野市の介護予防・

日常生活支援総合事

業について 

８月２４日 

犬伏地区公

民館 

地区社協役員４人、

市社協３人 

地区内での認知症サ

ポーター養成講座の

普及について 

赤見地区社会

福祉協議会 令和４年 

６月１５日 

赤見地区公

民館 

赤見地区社協役員

４人、栃本地区コミュ

ニティ・福祉協議会

３人、市社協４人 

栃本地区コミュニテ

ィ・福祉協議会との

情報交換会 

７月１４日 

赤見地区公

民館 

赤見地区社協役員

１６人、栃本地区コミ

ュニティ・福祉協議

会３人、市社協６人 

地区社協の在り方に

ついて 

９月２１日 

赤見地区公

民館 

地区社協役員５人、

市社協３人 

地区社協の在り方に

ついて 

ふれあいサロン意見

交換会の実施有無 
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地区社会福祉

協議会名 
期 日 場 所 参加者 内 容 

 

１２月１５日 

赤見地区公

民館 

地区社協役員１４

人、市社協３人 

地区社協の在り方及

び居場所づくりにつ

いて 

令和５年 

１月１８日 

赤見地区公

民館 

地区社協役員５人、

市社協４人 

地区社協の在り方に

ついて 

葛生地区社会

福祉協議会 
令和４年 

１０月１４日 

葛生あくと保

健センター 

地区社協役員、市

社協２人 

地区社協とは 

支え合い活動につい

て 

１２月２０日 

葛生あくと保

健センター 

地区社協役員３人、

市社協２人、包括１

人 

孤立を防ぐ「地域づ

くり」人材養成研修

への参加(Zoom) 

令和５年 

１月１７日 

葛生あくと保

健センター 

地区社協役員３人、

市社協２人、包括１

人 

孤立を防ぐ「地域づ

くり」人材養成研修

への参加(Zoom) 

１月２０日 

葛生あくと保

健センター 

地区社協役員３人、

市社協２人、包括１

人 

孤立を防ぐ「地域づ

くり」人材養成研修

への参加(Zoom) 

２月１０日 

葛生あくと保

健センター 

地区社協役員５人、

市社協２人 

来年度の事業につい

て 

支え合い活動につい

て 

地区社協役員３人、

市社協２人、包括１

人 

孤立を防ぐ「地域づ

くり」人材養成研修

への参加(Zoom) 

３月２９日 

葛生あくと保

健センター 

地区社協役員、市

社協４人 

来年度の事業につい

て 

見守り活動の改善に

ついて 

 

 

 

基本事業１ 情報提供の充実 

事務事業１ さの社協だよりの発行・ホームページの更新（自主事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （１）点訳・点字・声の広報 

    視覚に障がいのある方への情報提供として、点訳・音訳のボランティアグルー

プが行う広報紙等の点訳・音訳活動に対し、助成金を交付し活動支援を行った。 

号 数 発 行 日 発 行 部 数 

第６９号 令和４年 ５月 １日 

各４６,５００部 

（市内全世帯） 

第７０号      ７月 １日 

第７１号     １０月 １日 

第７２号 令和５年 ２月 １日 

施策８ 情報の提供 
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  （２）ホームページによる福祉サービスに関する情報等の提供 

    本協議会の事務事業をはじめ、市内外の福祉に関する様々な最新情報を広く市

民に提供した。また、社会福祉法で社会福祉法人に公表が義務付けられている定

款、事業計画、予算、事業報告、決算などの法人の基本情報について情報公開す

る手段としても活用した。 

 

（３）佐野ケーブルテレビにて紹介動画コマーシャル放映 

    本協議会の紹介動画を１分間の動画に再編集し、令和４年１２月から令和５年

２月にかけて、コマーシャルを放映した。 

 

  （４）ホームページ・ＳＮＳ改革プロジェクトチームの活動 

    インスタグラム、フェイスブック、公式ラインに記事を３５回投稿した。 
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４．市社会福祉協議会の体制づくり 

 

地域福祉を推進するため、組織の強化、人材の育成、財源の確保を行い、社会福祉法人

佐野市社会福祉協議会の基盤を強化します。 

 

基本目標４ 市社会福祉協議会の体制づくり 

 

地域福祉を推進するため、組織の強化、人材の育成、財源の確保を行い、社会福祉

法人佐野市社会福祉協議会の基盤を強化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本事業１ 運営体制の強化 

 事務事業１ 法人の運営（自主事業） 

  （１）理事会の開催 

期 日 場   所 議         事 

令和４年 

６月 ２日（木） 

佐野市総合福祉

センター 

【報告事項】 

・会長及び常務理事の職務の執行状況について 

・令和４年度資金収支補正予算(第１号)について 

【議  案】 

・評議員選任候補者の推薦について 

・社会福祉法人佐野市社会福祉協議会就業規程の

改正に伴う諸規程の一部改正について 

・令和３年度事業報告について 

・令和３年度決算について 

・令和４年度定時評議員会の招集について 

９月２８日（水） 
佐野市総合福祉

センター 

【報告事項】 

・第４次佐野市地域福祉活動計画策定事業の進捗

状況について 

【議  案】 

・社会福祉法人佐野市社会福祉協議会契約職員就

業規程の改正について 

・社会福祉法人佐野市社会福祉協議会職員の育児

休業等に関する規程の一部改正について 

令和５年 

３月１７日（金） 

佐野市総合福祉

センター 

【報告事項】 

・会長及び常務理事の職務の執行状況について 

・令和４年度資金収支補正予算(第２号)(第３

号)(第４号)について 

・第４次佐野市地域福祉活動計画策定事業の進捗

状況について 

【議  案】 

・評議員選任候補者の推薦について 

・社会福祉法人佐野市社会福祉協議会就業規程の

一部改正について 

・社会福祉法人佐野市社会福祉協議会職員の退職

手当に関する規程の一部改正について 

・社会福祉法人佐野市社会福祉協議会契約職員給

与規程の一部改正について 

施策９ 地域福祉推進に向けた基盤の強化 
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期 日 場   所 議         事 

・社会福祉法人佐野市社会福祉協議会表彰規程の

一部改正について 

・社会福祉法人佐野市社会福祉協議会役員等の報

酬及び費用弁償等に関する規程の一部改正につい

て 

・権利の放棄について 

・令和５年度事業計画について 

・令和５年度資金収支予算について 

・役員等賠償責任保険契約について 

・令和４年度第２回評議員会の開催について 

 

  （２）評議員会の開催 

期 日 場   所 議         事 

令和４年 

６月２１日（火） 

佐野市総合福祉

センター 

【報告事項】 

・令和４年度資金収支補正予算(第１号)について 

【議  案】 

・理事の選任について 

・令和３年度事業報告について 

・令和３年度決算について 

令和５年 

３月２８日（火） 

佐野市総合福祉

センター 

【報告事項】 

・令和４年度資金収支補正予算(第２号)(第３号) 

(第４号)について 

・第４次佐野市地域福祉活動計画策定事業の進捗

状況について 

【議  案】 

・理事の選任について 

・社会福祉法人佐野市社会福祉協議会役員等の報

酬及び費用弁償等に関する規程の一部改正につい

て 

・権利の放棄について 

・令和５年度事業計画について 

・令和５年度資金収支予算について 

 

  （３）評議員選任・解任委員会の開催 

期 日 場   所 内       容 

令和４年 

 ６月２日(木) 
佐野市総合福祉センター ・評議員４名の選任について 

令和５年 

 ３月１７日(木) 
佐野市総合福祉センター ・評議員４名の選任について 
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  （４）監査の実施 

期 日 場   所 内       容 

令和４年 

５月２４日(火) 
佐野市総合福祉センター 

・令和３年度事業報告について 

・令和３年度決算について 

 

  （５）調整会議の開催 

    組織内の情報共有と事務事業を効率的に執行していくことを目的に、正副会

長、常務理事及び事務局長以下、各所属長が参集し、法人内の情報を連絡調整す

る会議を毎月開催した。 

 

  （６）課・支所連絡会議の開催 

    課・支所での連絡・調整を図るため、常務理事、事務局長、課長及び支所長等

が参集し、連絡会議を毎月開催した。 

 

  （７）正副会長会議の開催 

    法人の重要事項などを協議するため、正副会長、常務理事、事務局長及び各課

長が参集し、毎月開催した。 

 

  （８）関係機関との連携強化 

    佐野市など行政機関を始め、民生委員児童委員、栃木県社協、市内の地区社

協、ボランティア団体、福祉団体等との連携を図り、関係強化に取り組んだ。 

 

  （９）人事評価の実施 

    職員の適正な評価を行うことを目的とし、職員個々の業績評価及び能力評価を

実施した。評価方法は被評価者による自己申告、直属上司による１次評価、１次

評価者の直属上司による２次評価により実施した。 

   ・業績評価 

    職員の主体的・計画的な業務遂行を目的とし、各職員が組織の業務目標におけ

る個人目標を設定しその目標に対する達成度を評価した。 

   ・能力評価 

    職員の主体的な能力発揮・能力開発を目的とし、職員の職務遂行能力の発揮度

を能力基準に照らし、評価した。 

 

 （１０）一般事業主行動計画の策定 

    女性活躍推進法の改正に伴い、本会における女性の個性と能力が十分に発揮できる

雇用環境の実現を目的に、令和４年４月１日から５年間を計画期間とする一般事業主行

動計画を策定し、職員に周知するとともにホームページにより公表した。 

 

 （１１）効率的組織運営・人事管理 

   ・職員の資質向上を図るため、各種研修会等を実施した。 

期 日 対 象 者 参加人数(人) 研 修 内 容 

令和４年 
４月 ５日（火） 

    ６日（水） 
新規採用職員 １１ 新規採用者研修 

７月 ６日（水） 
２２日（金） 

職員、契約職員 
２６ 
３２ 

タイムマネジメント研修 
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期 日 対 象 者 参加人数(人) 研 修 内 容 

１０月 ７日（金） 全職員 ６７ 交通安全研修 

１２月 ７日（水） 
    ９日（金） 

職員、契約職員 
２１ 
２７ 

問題解決研修 

合  計 １８７  

  ＊一般の方対象の手話講習会昼の部（年４０回）に職員の希望者を募り３人が参加

した。 

 

   ・職員の資質向上を図るため、全国社会福祉協議会（全社協）・栃木県社会福祉

協議会（県社協）の主催する研修会に積極的に参加した。 

期 日 主 催 
参加人数 

（人） 
研 修 内 容 

令和４年 ５月２０日（金) 県社協 ４ 令和４年度地域福祉推進セミナー 

５月２６日（木)～ 
６月１５日（水） 

県社協 ４ 初任者研修会（前期） 

５月２７日（金） 県共募  ２ 共同募金基礎研修 

６月 ６日（月) 県共募 ２ 共同募金基礎研修 

 ７月 １日（金) ～ 
令和５年 ２月 ３日（金) 

県社協 ２ 社協コミュニティワーク研修会（基礎編） 

７月 ８日（金) 県社協 １ 
令和４年度災害ボランティアセンター運

営マネジメント研修 

  ７月２２日（金） 栃木県 １ 
令和４（２０２２）年度第１回「とちまる地
域共生社会推進研修会」 

  ７月２５日（月）～ 
 ９月 ２日（金） 

県社協 ４ 初任者研修会（後期） 

８月 １日（月) ～ 
令和５年 １月３１日（火) 

県社協 ４ 
令和４年度社会福祉法人会計実務講
座 

８月 ２日（火) 県社協 ２ 令和４年度福祉広報アップ研修 

８月 ３日（水) 県社協 １ 令和４年度福祉教育推進員研修 

 ８月２９日（月) 県社協 ７ 
令和４年度市町社会福祉協議会トップ

セミナー 

９月１２日（月) ～ 
令和５年 １月２０日（金) 

県社協 ３ 
令和４年度相談支援コーディネーター

養成講座（基礎編） 

１０月 ４日（火) 県社協 １ 
令和４年度県社協独自研修「コーチン

グ講座」 

１０月１７日（月) 県社協 １ 令和４年度市町社協経理研修会 

１２月 ２日（金) 県社協 ２ 社協業務ICT活用検討会第１回 

１２月 ８日（木) ～１ 
２月１０日（土） 

全社協 １ 
令和４年度市区町村社会福祉協議会

管理職研修 
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期 日 主 催 
参加人数 

（人） 
研 修 内 容 

１２月１５日（木） 
１２月１６日（金） 

県社協 １ 令和４年度相談技術研修会 

令和５年 １月１２日（木） 県社協 ３ 
令和４年度災害ボランティアセンター運

営コーディネーター研修 

１月２３日（月） 県社協 ２ 
令和４年度地域生活課題の解決に向

けたソーシャルワーク研修 

１月２４日（火） 県社協 ２ 
令和４年度社協独自研修「アンガーマ

ネジメント講座」 

３月１１日（土）～ 
３月１２日（日） 

その他 １ ２０２２年社会福祉士実習指導者講会 

合  計  ５1  

 

（１２）視察研修の受け入れ 

   市外からの視察研修を受け入れ、事例提供を行った。 

期 日 視 察 団 体 視 察 内 容 
人数
(人) 

令和４年 ６月４日（土） 
東京都板橋区桜川地区 

民生・児童委員協議会 

・研修 

「令和元年東日本台風佐

野市災害ボランティアセ

ンター活動報告」 

・施設見学 

佐野市総合福祉センター

内 

   

２３ 

１０月４日（火） 
東京都板橋区中台地区

民生･児童委員協議会 

・研修 

「令和元年東日本台風佐

野市災害ボランティアセ

ンター活動報告」 

・施設見学 

佐野市総合福祉センター

内 

２３ 

合    計 ４６ 

 

 （１３）実習生の受け入れ 

    専門職等の現場実習受入施設として実習生を受け入れ、人材育成を行った。 

 

実 習 内 容 依 頼 校 等 人数(人) 

ソーシャルワーク基礎実習 

東京福祉大学 

令和４年 ５月３０日（月） 

  ～ ６月１０日（金） 

   １ 

相談援助実習 

高崎健康福祉大学 

令和４年 ８月  ８日（月） 

～ ９月１６日（金） 

１ 

 



  

- 48 - 

実 習 内 容 依 頼 校 等 人数(人) 

ソーシャルワーク実習 

佐野日本大学短期大学 

令和４年 ８月３１日（水） 

～ ９月３０日（金） 

令和５年 ２月１３日（月） 

   ～ ３月 ３日（金） 

  

 １ 

 

１ 

 

東京福祉大学 

令和４年 １０月 ４日（火） 

～令和５年 １月２６日（木） 

１ 

在宅看護論臨地実習 

マロニエ医療福祉専門学校 

令和４年 ６月 ８日（水）、９日（木） 

      ７月２１日（木） 

      ９月１４日（水）、１５日（木） 

     １０月 ５日（水）、 ６日（木） 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

合    計 １３ 

  

 （１４）他機関・団体等への参加協力 

    他機関・団体の委員会等に、理事や委員として会議等への参加協力を行った。 

   ・全国社会福祉協議会地域福祉推進委員会市区町村社協代表委員 

   ・栃木県安足健康福祉センター協議会委員 

   ・栃木県安足健康福祉センター協議会地域医療検討部会委員 

   ・栃木県両毛地域医療構想調整会議委員 

   ・栃木県共同募金会評議員 

   ・市町社会福祉協議会部会委員 

   ・佐野市民生委員推薦会委員 

   ・佐野市の青少年とともに育つ市民の会理事 

   ・佐野市健康づくり推進協議会委員 

   ・佐野市こどもの国運営委員会委員 

   ・佐野市スポーツ推進審議会委員 

   ・佐野市防災会議委員 

   ・佐野市災害対策本部本部員 

   ・佐野市障がい者福祉計画等策定懇談会委員 

   ・佐野市立地適正化計画防災指針策定懇談会委員 

   ・佐野市高齢者保健福祉推進委員会委員 

   ・佐野市介護保険事業推進委員会委員 

   ・佐野市地域密着型サービス運営委員会委員 

   ・佐野市自立支援協議会委員 

   ・佐野市成年後見制度利用促進協議会委員 

   ・佐野市地域包括支援センター運営協議会委員 

   ・佐野市地域ケア推進会議委員 

   ・佐野市認知症初期集中支援チーム検討委員 

   ・佐野地区肢体不自由児協会理事 

   ・佐野市自殺対策ネットワーク会議委員 

   ・佐野市生活支援体制整備協議体委員 

   ・佐野市シニア地域デビュー条例制定懇談会委員 

   ・佐野市市民活動推進委員会委員 
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   ・佐野市自立支援協議会幹事会委員 

   ・佐野市連携支援ネットワーク会員 

   ・いちご一会とちぎ国体・いちご一会とちぎ大会佐野市実行委員会常任委員 

   ・いちご一会とちぎ国体・いちご一会とちぎ大会佐野市実行委員会総務企画専門

委員会委員長 

   ・いちご一会とちぎ国体・いちご一会とちぎ大会佐野市炬火名選考委員会委員 

   ・公正採用選考人権啓発推進員 

       

事務事業２ 総合福祉センター管理運営事業（自主事業） 

    佐野市総合福祉センターの管理運営を行った。２階の会議室については、新型

コロナウイルス感染防止対策のため利用人数等を制限した上で、市内の福祉関係

団体等の活動の場として貸し出しを行った。 
 
   ・会議室利用状況 

利用件数（件） 利用人数（人） 

２１ ３９５ 

 

 事務事業３ 災害対策事業（自主事業） 

  （１）災害時用物資の整備 

    災害時や緊急時に整備した物資が、災害初動時に速やかに使用できるように整

理・管理した。新型コロナウイルス抗原検査キットの整備を行った。 

     消費期限により備蓄パンの入れ替えを実施した。 

 

  （２）静岡市災害ボランティアセンター運営支援の実施 

    令和４年台風１５号災害による災害ボランティアセンター運営支援のため、

「関東ブロック都県・指定都市社協災害時の相互支援に関する協定」及び「栃木

県内社会福祉協議会における災害時支援協定」に基づき、被災地への災害救援職

員派遣を行った。 

   ・派遣内容 災害ボランティアセンター運営支援に係るスタッフ、コーディネー

ト業務 

   ・派 遣 先 静岡市災害ボランティアセンター 

   ・派遣期間及び派遣人数 

区 分 派遣期間 派遣人数(人) 

第１クール 令和４年１０月 ３日（月）～１０月 ７日（金） １ 

第９クール       １０月２７日（木）～１０月３１日（月） １ 

 

 事務事業４ 葛生あくと保健センター施設管理（受託事業） 

    施設・物品・施設修繕等の管理業務を行なった。また、施設管理に伴う各種業

務委託に関する業務や施設利用対応業務を行なった。 
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基本事業２ 活動計画の推進・評価機関の設置・運営 

 事務事業１ 活動計画推進・評価機関の設置運営（自主事業） 

（１）佐野市地域福祉活動計画事業評価委員会の開催 

    ・期  日    令和４年１０月１８日（火） 

・場  所    佐野市総合福祉センター 

・委  員   ４人 

・内  容  第３次佐野市地域福祉活動計画事業評価として５２の事務事業について、

検討、評価を行った。 

 

（２）第４次佐野市地域福祉活動計画の策定（令和６年度～令和１０年度） 

    佐野市で策定する第４期佐野市地域福祉計画と本会で策定する第４次佐野市地

域福祉活動計画について一体的に策定するために、地区座談会やこども会議、策

定懇談会を共催で実施した。また、本会職員による策定委員会を実施し計画策定

の協議を行った。 

会議名 期 日 主な内容 場 所 

第１回策定委員会 
令和４年 

９月２８日（水） 

・策定のスケジュール 

・地区座談会の進め方 

佐野市総合福祉

センター 会議室 

地区座談会 
１０月７日（金） 

～１１月２５日（金）  

・市内１８の地区で約２ケ月かけ

て３２５名の参加者を募り開催 

各地区公民館等 

こども会議 
令和５年 

３月１１日（土） 

・市内小中学校、義務教育学校

から２８名の参加者を募り開催 

佐野日本大学短

期大学 

第２回策定委員会 ３月１７日（金） 

・地区座談会及びこども会議の

報告 

佐野市総合福祉

センター 会議室 

第１回策定懇談会 ３月２９日（水） 

・懇談委員に委嘱状交付 

・役員選出 

・地区座談会及びこども会議の

報告 

佐野市役所  

 

基本事業３ 財源の確保 

 事務事業１ 会員募集事業（自主事業） 

   市民の参加による地域福祉事業を推進していくことを目指し、市民の参加とその

活動財源を確保していくため、普通会員、賛助会員、特別会員を市内全域を対象と

して募集した。 

  （１）会員の加入促進 

    地域福祉を推進するための活動や事業を実施するための財源として、市内全域

を対象とした会員募集を展開し、会員加入の促進を図った。 
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   ○町会長説明会の開催（新任町会長を対象） 

    佐野地域 

    ・期 日 令和４年６月２４日（金） 

    ・場 所 総合福祉センター 

    ・参加者 ３６人 

    田沼地域 

    ・期 日 令和４年６月２２日（水） 

    ・場 所 栃本地区公民館 

    ・参加者 １人 

     ※対象町会長が１人のため、面談にて説明した。      

    葛生地域 

    ・期 日 令和４年６月２２日（水） 

    ・場 所 葛生あくとプラザ 

    ・参加者 １４人 
 

  （２）実 績 

区  分 対  象 会費の額  実績額（円） 

普通会員 世 帯 ２００円以上 ６，３２７，８７０ 

賛助会員 個 人 ２,０００円以上 １，１２０，０００ 

特別会員 法人・団体 ５,０００円以上 ３，２４６，０００ 

合   計 １０，６９３，８７０ 

 

  （３）会員会費を財源として実施した事業 

    ○地域福祉運営事業      ○地区社会福祉協議会活動支援事業 

    ○ボランティアセンター事業  ○ふくしフェスタ開催事業 

    ○福祉教育事業        ○地域福祉活動拠点整備事業 

    〇福祉用具等貸出事業     〇法人後見事業 

    ○広報事業          ○法人運営事業（本所、支所事務費） 

    ○地域福祉啓発事業      ○第４次佐野市地域福祉活動計画事業 

 

 事務事業２ 寄付金（自主事業） 

   広報紙やホームページ等を活用し、市内外に向けて佐野市社会福祉協議会の事業や 

活動を情報発信し、理解・賛同をいただきながら、活動財源として寄付金を募集した。 

  （１）寄付金 

区 分 

一般寄付 ふれあい基金 合 計 

件数

（件） 
金額（円） 

件数

（件） 
金額(円) 

件数

（件） 
金額（円） 

佐野本所 ２７ ２，５９４，３５９ ０ ０ ２７ ２，５９４，３５９ 

田沼支所 １ ３０，０００ ０ ０ １ ３０，０００ 
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区 分 

一般寄付 ふれあい基金 合 計 

件数

（件） 
金額（円） 

件数

（件） 
金額(円) 

件数

（件） 
金額（円） 

葛生支所 ４ ５４，９９５ ０ ０ ４ ５４，９９５ 

物品寄付 

現金換算分 
１ ５５，２２０   １ ５５，２２０ 

合  計 ３３ ２，７３４，５７４ ０ ０ ３３ ２，７３４，５７４ 

 

  （２）寄付物品 

区 分 件数(件) 主な寄付物品 

佐野本所 ４０ 血圧計、絵画、車いす、不織布マスク、エコバック

白米・玄米、食料品、日用品、タオル、介護用品、

生理用品、お茶、お菓子 外  

*血圧計は現金換算して経理上の受入を行った。 

（５５，２２０円・再掲） 

田沼支所 １６ 

葛生支所 ３ 

合  計 ５９ 

 

 事務事業３ 収益事業（自主事業） 

  （１）田之入老人福祉センター売店 

    新型コロナウイルス感染防止対策のため、売店での飲食の提供を中止した。 

 

  （２）佐野斎場売店 

    葬家に対し、飲食物等を提供した。 

売上収入（円） 仕入支出（円） 葬家数（件） 

１３，９５１，６５４ ６，９９５，４１０ １，６５２ 

主な商品 生花、菓子類、清涼飲料水、酒類、コーヒー他 

 

  （３）自動販売機 

    高齢者福祉センター等に清涼飲料水の自動販売機を設置した。 

収 入（円） 設置台数（台） 

４５０，１２１ １１ 

 

 


